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漢
語
辞
書
の
構
造

松

井

利

彦

語善織 の構

(
一
)

明
治
期

に
、
漢
語
辞
書
と
呼
ば
れ
る
多
種
多
様
な
辞
書
が
多
数
、
出
版
さ
れ
た
。
そ
の
刊
行
は
、
厳
密
に
言
え
ば
幕
末
か
ら
始
ま
る
け

れ
ど
も
、
特
に
明
治
前
期
に
は
、
辞
書
史
上
か

つ
て
例
を
見
な
い
ほ
ど
盛
ん
で
あ

っ
た
。
そ
の
た
め
に
、
漢
語
辞
書
は
独
特
の
世
界
を
形

注
1

成
す

る
結
果
に
な
り
、
単
独
で
は
評
価
さ
れ
に
く
い
存
在
に
な

っ
た
。

長
橋
間
右
衛
門
の
編
集
し
た
漢
語
辞
書
群
も
、
書
名
が
す
べ
て

「漢
語
字
解
」

で
あ
り
、
そ
し
て
配
列
を
す
る
場
合

に
は
、
い
ず
れ
も

掲
出
語
の
第

一
次
配
列
が
イ

ロ
ハ
順
で
あ

っ
て
単
純

で
あ
る
こ
と
を
除
け
ば
、
他
の
こ
と
に
つ
い
て
は
多
種
多
様
で
あ
り
、
ま
た
先
行

の

漢
語
辞
書
と
の
係
わ
り
で
位
置
づ
け
を
し
な
け
れ
ば
、
そ
の
内
容

・
特
徴
を
十
分
に
説
明
す
る
こ
と
が
む

つ
か
し
い
、

こ
の
時
期
特
有

の

漢
語
辞
書
で
あ
る
。

長
橋
間
右
衛
門
の
漢
語
辞
書
は
、
辞
書
部
分

で
言
え
ば
四
種

で
あ
り
、
異
本
を
加
え
る
と
、
と
り
あ
え
ず
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
の
は

次
の
五
種
類
で
あ
る
。
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文林 三十四号

5
9

漢
語
字
解

明
治
七
年
九
月

8
/
1

①
イ
ロ
ハ
順

・
②
頭
字
に
よ
る
類
集

九
七
丁

一
五
〇

一
語
。

『
四
季
文
章
』
の
頭
書
。

8
0
1
2
漢
語
字
解

明
治
八
年
十
二
月

7
/
1

順
不
同

一
五
丁

二
〇
二
語
。

『女
四
季
文
章
』
の
頭
書
。

9
8

増
補
漢
語
字
解
大
全

明
治
九
年
四
月

12
/
2

①
イ
ロ
ハ
順

・
②
振
り
仮
名
数
順

一
八
七
丁

八
二
四
〇
語
。

独
立
辞
書
。
横
長
本
。

1
0
4

増
補
漢
語
字
解
大
全

明
治
九
年
六
月

12
/
2

①
イ
ロ
ハ
順

・
②
振
り
仮
名
数
順

一
八
七

丁

八
二
四
〇
語
。

独
立
辞
書
。
横
長
本
。

1
3
4

増
補
漢
語
字
解

明
治
十
年
六
月

10
/
2

①
イ

ロ
ハ
順

・
②
部
分
的
に
頭
字
類
集

六
八
丁

三
三
二
〇
語
。

『増
補
四
季
文
章
』
の
頭
書
。

注
2

辞

書
名
の
頭
に
記
し
た
数
字
は

「近
代
漢
語
辞
書

一
覧
」
に
お
い
て
各
辞
書
に
付
し
た
番
号
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
漢

語
辞
書
は
、
単
独

辞
書

と
頭
書
辞
書
に
分
か
れ
る
。
後
者
は
書
状
の
例
文
集
の
上
部
に
記
さ
れ
て
い
る
か
ら

「漢
語
字
解
」
は
書
名
と
は

い
え
な
い
が
、
便
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漢語辞書の構造

宜
上
、
こ
こ
で
は
書
名
と
し
て
扱
う
こ
と
に
し
、
二
重
括
弧
に
入
れ
て
示
す
。
そ
し
て
、
『
四
季
文
章
』
の
頭
書
を

『
四
季
漢
語
字
解
』

と
略
称
し
、
『女
四
季
文
章
」

の
頭
書
を

『
女
四
季
漢
語
字
解
』、
『
増
補
四
季
文
章
」

の
頭
書
を

『増
補
四
季
漢
語
字
解
』
と
呼
ぶ
こ
と

に
す
る
。
書
名

の
後
に
記
し
た
の
は
、
刊
行
年
月
で
あ
る
。
そ
の
次
は

一
面
の
形
態
で
あ

っ
て
、
行
数
と
段
数
で
あ
る
。
続
い
て
配
列
順
、

丁
数
、
掲
出
語
数
を
挙
げ
た
。
そ
の
後
は
備
考
で
あ
る
。
配
列
は
第

一
次
と
第
二
次
と
を
示
し
た
。
イ

ロ
ハ
順
と
は
、
掲
出
語
に
付
さ
れ

た
振

り
仮
名
の
第

一
字
目
を
イ
ロ
ハ
順
に
配
列
し
て
い
る
こ
と
を
言
う
。

右

の
辞
書
の
書
誌
に
つ
い
て
、
も
う
少
し
詳
し
く
記
し
て
お
く
。

『
四
季
文
章
』

は
内
題

・
外
題

・
尾
題

・
柱
題

・
見
返
し
題
と
も

「
四
季
文
章
」

で
あ
る
。
題
簸
に
は

「
四
季
文
章
」
の
上
に

「頭
書
/
漢
語
/
字
解
」
(「/
」
は
改
行
を
示
す
。
以
下

で
も
同
じ
)
、
そ
の

下
に

「開
化
日
用
文
章

全
」
と
あ
る
。
見
返
し
の
右
下
に
も

コ

名

開
化
日
用
文
章
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
見
返

し
の
中
央
は

「
四

季
文
章
」、
そ
の
上
に

「頭
書
/
漢
語
/
字
解
」
と
あ
り
、
左
下
に
は

「
阪
府
下

三
書
堂
梓
」
と
あ
る
。
題
字
が
二
丁
半
、
序
文
が
半

丁
、
目
次
が
七
丁
、
本
文
が
九
七
丁

(た
だ
し
、
二
三
丁
に
上
と
下
の
重
複
が
あ
る
か
ら
実
質
は
九
八
丁
で
あ
る
)。

刊
記
に

「
明
治
七

戌
六
月
官
許
/
同
九
月
刻
成
」
、
「著
述

長
橋
間
右
衛
門
」
、
さ
ら
に

「大
阪
府
下
書
騨
」
と
し
て

「松
田
正
助

(
金
花
堂
)

・
松
田
幸

助

(文
書
堂
)

・
北
尾
禺
三
郎

(墨
香
堂
)

・
前
川
善
兵
衛

(文
学
堂
)」
が
並
ん
で
い
る
。
頭
書
は
、
目
次
の
上
が

「書
翰
類
語
」
(六

丁
半
)
と

「早
見
目
次
」
(半
丁
)、
本
文
の
上
が

「漢
語
字
解
」
(九
八
丁
)

で
あ
る
。

『
女
四
季
文
章
』
は
内
題
と
外
題
が
違
う
。
内
題
は

「女
四
季
文
章
」
で
あ
る
が
、
題
簸
に
は

「
女
四
季
用
文
章
」

と
あ
る
。
見
返
し

を
ん
な
し

き

ぶ
ん
し
よ
う

も

「
女
四
季
用
文
章
」

で
あ
る
。
し
か
し
、
目
次
は

「女
四
季
文
章
」
で
あ
り
、
尾
題
も

「
女
四
季
文
章
」

で
あ
る
。

し
た
が

っ
て
、

住
3

「女

四
季
文
章
」
と
呼
ん
で
よ
い
。
架
蔵
本
に
は
刊
記
が
な
い
の
で
題
字

に
記
さ
れ
た
明
治
八
年
を
採
る
。
と
こ
ろ
で
、
『
女
四
季
文
章
』
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文林 三十四号

は
頭
書
辞
書
の
名
称
に
も
問
題
が
あ
る
。
辞
書
部
分
の
冒
頭
に
は

「漢
語
字
類
」
と
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
題
簸
は

詔
筆
日/
漢
語
/
字
解

「

か

ん

ご

じ

か

い

で
あ
る
。
さ
ら
に
、
見
返
し
に
も

「頭
書

漢
語
字
解
」
と
あ
り
、
ま
た

「頭
書
目
録
」
に
も

「漢
語
字
解
」
と
あ
る
か
ら
、
頭
書
で
あ

る
漢
語
辞
書
の
名
を

「漢
語
字
解
」
と
呼
ん
で
よ
い
で
あ
ろ
う
。
書
状

の
例
文
集
に
は

「漢
語
字
類
」
と
題
す
る
類
語
辞
書
が
頭
書
と
し

注
4

て
置
か
れ
る
こ
と
が
多
い
か
ら
誤
記
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
な
お
、
本
書
に
は
販
売
書
店
の
違
う
二
種
類
の
も
の
が
あ
る
。
し
た
が

っ

て
、
右
で
は
五
種
類
の

「漢
語
字
解
」
を
挙
げ
た
が
、
も
う

一
種
類
、
異
本
を
加
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

『
増
補
漢
語
字
解
大
全
』
は
、
内
題
と
尾
題
が

「増
補
漢
語
字
解
大
全
」
で
あ
り
、
ま
た
凡
例
に

「増
補
漢
語
字
解

」
、
柱
に
は

「漢

語
字

解
」
と
あ
る
か
ら
、
題
籏
に

「増
補
漢
語
字
引
大
全
」
と
あ
る
け
れ
ど
も
、
そ
し
て
、
見
返
し
題
も
後

に
触
れ

る
よ
う
に
中
心
は

注

5

「漢
語
字
引
」
で
あ
る
が
、
書
名
は

「漢
語
字
解
」

で
あ
る
と
見
て
よ
い
。
刊
年
は
、
「
明
治
期
漢
語
辞
書
大
系
」
の
編
集
の
た
め
に
架
蔵

の
漢
語
辞
書
を
提
供
し
て
い
た
時
点
で
は
、
明
治
九
年
六
月
刊
行
の

一
本
し
か
存
在
が
確
認
で
き
な
か

っ
た
。
国
立
国
会
図
書
館
に
収
蔵

の

「増
補
漢
語
字
解
大
全
』
も
同
年
月
の
刊
行
で
あ

っ
た
。
そ
の
た
め
に
明
治
九
年
六
月
よ
り
早
い
刊
行
の

『増
補
漢
語
字
解
大
全
』
の

存
在

は
思
い
も
及
ば
な
か
っ
た
。
土
屋
信

一
氏
の
同
大
系
の
解
説
で
も
異
本
の
報
告
は
な
さ
れ
て
い
な
い
。
と
こ
ろ
が
、
筆
者
が
そ
の
後

に
入
手
し
た
も
の
を
加
え
て
、
現
在
、
手
元
に
あ
る

『
増
補
漢
語
字
解
大
全
』
を
挙
げ
る
と
、
次

の
よ
う
で
あ
る
。

㈲
、
増
補
漢
語
字
解
大
全

明
治
八
年
三
月
五
日
官
許
、
同
九
年
四
月
十
五
出
版
、
題
字

一
丁
、
序
三
丁
、
凡
例

一
丁
、
目
次

一
丁
、

本
文

一
八
七
丁

(途
中
に
、
十

一
・
十
二

・
又
十
二

・
十
三
、
百
三
十
三

・
百
三
十
四

・
百
三
十
四

・
百

三
十
六
」
の
重
複
が
二
か
所
あ
る
)
。
見
返
し
は
地
が
黄
色
で

「増
補
漢
語
字
引
大
全
」
「浪
華
書
騨

小

ハ
マ
マ
　

嶋
蔵
版
」
と
あ
る
。
奥
付
に

「
著
述
人

長
橋
間
左
衛
門
」
、
「補
正
人

大
谷
兵
蔵
」
、
「出
版
人

松
田

一4一



語辞蒔の構造

幸
助
」
と
あ
り
、
さ
ら
に
発
党
書
騨

「豊
浦
伊
兵
衛

・
前
川
善
兵
衛

・
前
川
宗
七

・
森
本
太
助

・
北
尾
萬

三
郎

・
花
井
卯
助

・
梅
原
亀
七

・
松
田
正
助
」
と
あ
る
。

り
、
増
補
漢
語
字
解
大
全

明
治
八
年
三
月
五
日
官
許
、
同
九
年
⊥ハ
月
出
版

(甲
本
の
四
月
の

「
四
」
を
埋
木

で

「
六
」

に
変
え
、

「十
五
」
の
部
分
を
削
除
し
て
空
白
に
し
て
い
る
)。
見
返
し
を
改
刻
し
、
地
色
を
赤
に
し
て

「増
補
漢
語

字
引
大
全
」
「浪
華
書
騨

森
本
蔵
版
」
と
記
す
以
外
は
、
題
字

・
序

・
凡
例

・
目
次

・
本
文
、

お
よ
び

著
述
人

・
補
正
人

・
出
版
人

・
発
党
書
舜
と
も
に
甲
本
に
同
じ
。

閃
、
増
補
漢
語
字
解
大
全

見
返
し
を
改
刻
し
、
地
色
を
白
に
し
て

「増
補
漢
語
字
引
大
全
」
「浪
華
書
騨

墨
香

居
」

と
す
る
以
外

は
乙
本
に
同
じ
。
本
書
よ
り
、
乙
本
の
ほ
う
が
甲
本
に
近
い
と
す
る
判
定
基
準
は
見
返
し
に
記
さ
れ
て
い

　5

る

「増
補
漢
語
字
引
大
全
」
の
字
体
で
あ
る
。
「明
治
期
漢
語
辞
書
大
系
」
収
録
本
。

コ

コ

ω
、
増
補
漢
語
字
解
大
全

見
返
し
を
改
刻
し
、
地
色
を
赤
に
し
て

「布
令
漢
語
字
引
大
全
」
(圏
点
は
筆
者
が
付
け
た
)
、
「
龍
礒
堂
」

と
す
る
こ
と
、
お
よ
び
裏
表
紙
の
内
側
に
発
免
書
騨

(中
川
勘
助
か
ら
阪
田
伝
助
の

一
〇
名
)
と

『畿

二

体
唐
詩
帖
』
の
広
告
が
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
以
外
は
丙
本
に
同
じ
。

『増
補
漢
語
字
解
大
全
』
は
、
初
版
の
甲
本
の
刊
行
後
、
わ
ず
か
二
か
月
で
乙
本
が
出
さ
れ
、
さ
ら
に
乙
本
に
基
づ

い
て
丙
本
が
出
版

さ
れ

て
い
る
。
丁
本
は
、
丙
本
を
用
い
て
の
刊
行
で
あ
る
。
『増
補
漢
語
字
解
大
全
』
に
異
本
が
少
な
く
と
も
三
種
類
あ

っ
た
の
で
あ
る
。

当
時

の
漢
語
辞
書
に
異
本
が
多
く
あ
る
こ
と
は
既
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
特

に
、
『新
令
字
解
』
の
慶
応
四
年
六
月
刊
本

に
改
板
本
や
、

凡
例

の
有
無

に
よ
る
異
本
が
多
数
存
在
す
る
こ
と
、
ま
た
明
治
元
年
十

一
月
刊
本
に
も
異
本
が
あ
る
こ
と
、
さ
ら
に
は
明
治
三
年
に
、
配



文林 三十四号

列
が
イ
ロ
ハ
順
と
画
数
順
の
二
種
の

『増
補
新
令
字
解
』
が
出
版
さ
れ
、
イ

ロ
ハ
順
配
列
の
ほ
う
に
は
改
板
本
や
、
異
本
が
あ
る
こ
と
は

　
　　

よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。
『新
令
字
解
』
は
明
治
維
新
以
後
の
新
体
制
と
係
わ
り
の
あ
る
辞
書

で
あ
り
、
か

つ
、
ネ
ー
ミ

ン
グ
が
巧
み
で
あ

っ

た

こ
と
、
明
治
維
新
後
、
初
め

て
販
売
さ
れ
た
漢
語
辞
書
で
あ

っ
た
こ
と
の
た
め
の

「多
種
多
様
」

で
あ
る
。
し
か
し
、

『増
補
漢
語
字

解
大
全
』

の
場
合
は
、
維
新
後
、
九
年
が
過
ぎ
、
既
に
数
十
種
の
漢
語
辞
書
が
出
版
さ
れ
て
い
る
な
か

で
の

「多
種
多
様
」

で
あ
る
。

「増
補
」
と
い
う
こ
と
ば
以
外

に
さ
ほ
ど
人

の
注
意
を
引
き
そ
う
に
な
い
こ
の

『増
補
漢
語
字
解
大
全
』
に
複
数
の
異
本
が
存
在
す
る
こ

と

は
注
目
に
値
す
る
。

先

に
長
橋
間
右
衛
門
が
刊
行
し
た
漢
語
辞
書
と
し
て
五
種
類
を
挙
げ
、
そ
し
て
後
に

『女
四
季
漢
語
字
解
』

の
異
本
を

一
種
類
、
加
え

た
。
さ
ら
に
、
今
、
二
種
類
の

『増
補
漢
語
字
解
大
全
』
の
異
本
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
長
橋
は
合
計

で
八
種
類

の
漢
語
辞
書
を

出
版
し
た
こ
と
に
な
る
。
少
な
く
と
も
、
漢
語
辞
書
を
八
回
、
刷
ら
せ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
、
明
治
十
年
に
近
づ

い
て
も
、
ま
た
明
治

十
年
に
な

っ
て
も
、
漢
語
辞
書
の
需
用
が
、
用
途
は
と
も
か
く
と
し
て
、
大
き
か

っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る

(も

っ
と
も
、
頭
書
辞
書
の

場
合

は
、
本
文
の
書
状
例
文
集
の
需
用
に
基
づ
く
再
版
で
あ

っ
た
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
本
書

の
例
文
が
特
に
優
れ
て
い
る
わ
け
で

は
な
い
か
ら
頭
書
を
備
え
て
い
る
こ
と
が
再
版
の
、
少
な
く
と
も

一
つ
の
理
由

に
な

っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
)。

長
橋
間
右
衛
門
の
漢
語
辞
書
は
、
書
名
が
単
調
で
あ
る
。
し
か
し
、
右

で
見
た
よ
う
に
四
種
の
違

っ
た
辞
書
が
あ
り
、
ま
た
異
本
が
合

計
で
四
種
類
あ
る
。
し
か
も
、
内
容
が
以
下

で
述

べ
る
よ
う
に
、
単
調
な
書
名
の
背
後
で
先
行
の
漢
語
辞
書
と
複
雑

に
錯
綜
し
て
い
る
。

一6一



漢語辞書の構造

(
二
)

『
四
季
文
章
』
の
頭
書

「
漢
語
字
解
」
は
、
第

↓
次
配
列
が
イ

ロ
ハ
順
、
第
二
次
配
列
が
頭
字
に
よ
る
類
集

で
あ
る
。
長
橋
間
右
衛
門

の
漢
語
辞
書
の
配
列
が
、
多
く
が
不
整
備
、
な
い
し
整
備
不
十
分

で
あ
る
な
か
で
、
唯

一
、
掲
出
語
の
配
列
が
行
き
届
い
た
辞
書

で
あ
る
。

イ
部
の
掲
出
語
を
冒
頭
か
ら
三
〇
語
、
挙
げ
る
と
次
の
よ
う
で
あ
る
。

遺
訓

・
遺
恨

・
遺
失

・
遺
憾

・
遺
漏

・
維
新

・
引
見

・
印
章

・
印
度

・
委
任

・
委
曲

・
威
儀

・
威
容

・
宥
恕

・
偉
業

・
偉
功

・
陰
謀

・

畏
縮

・
誘
引

・
憂
心

・
憂
苦

・
遊
惰

・
遊
手

・
遊
冶

・
遊
蕩

・
総
死

・
依
然

・
依
頼

・
異
情

・
異
日

こ
の
掲
出
語
を
、
『新
令
字
解
』
の
イ
部
と
見
比

べ
る
と
、
共
通
す
る
こ
と
が
多
い
こ
と
に
気
づ
く
。
『新
令
字
解
』

の
イ
部
の
す

べ
て

を
挙
げ
る
と
次

の
ご
と
く
で
あ
る
。

遺
詔

・
引
率

・
印
度

・
委
任

・
育
民

・
一
大
革

・
威
烈

・
遺
憾

・
宥
恕

・
遺
意

・
偉
業

・
陰
謀

・
一
洗

・
威
権

・
以
還

・
畏
縮

・
因

循
姑
息

・
依
頼

・
誘
引

・
異
教
蔓
延

・
憂
慮

・
遊
惰

・
遊
説

・
絡
死

・
一
層
励
精

『
四
季
漢
語
字
解
」
の
掲
出
語
は
原
則
と
し
て
は
二
字
漢
語
で
あ
る
か
ら
、
『新
令
字
解
』
の
多
字
漢
語
を
除
い

て
、
さ
ら
に
頭
字
に

よ
る
類
集
を
整
え
る
と
、
『新
令
字
解
』
の
頭
字
の
順
序
は
次
の
よ
う
に
な
る
。

遺

・
引

・
印

・
委

・
育

・
威

・
宥

・
偉

・
陰

・
一
・
以

・
畏

・
依

・
誘

・
憂

・
遊

・
絡

『新
令
字
解
』
と

『
四
季
漢
語
字
解
』
の
頭
字
の
配
列
順
は
よ
く
似
て
い
る
。
当
時
、
あ
ま
り
使
用
さ
れ
る
こ
と
が
な
か

っ
た

「印
度
」

が
共
通
す
る
の
も
、
両
辞
書
の
関
係
を
示
し
て
い
る
。
「印
度
」
は
、
慶
応
四
年
の

『太
政
官
日
誌
』
第

一
号

(二
月
刊
)

に
、

此
時
に
当
り
船
艦
之
利
未
ダ
開
け
ず
故

三
二
韓
四
近
と
唐
国
而
巳
西
洋
諸
国
之
事
も
暫
差
置
印
度
地
方
尚
明
確
な
ら
す

(五
オ
)
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と

あ
る
の
が

『新
令
字
解
』

に
採
集
さ
れ
て
掲
出
さ
れ
た
語
で
あ
る
。
そ
れ
が

『
四
季
漢
語
字
解
」
に
も
見
ら
れ
る

の
で
あ
る
。

『
四
季
漢
語
字
解
』

の

「大
体
」

の
語
釈
と
し
て
記
さ
れ
て
い
る

「
オ
ホ
ダ

・
イ
」
も

『
新
令
字
解
』
に
見
え
る
。
『
新
令
字
解
」

の

場
合
は
、
編
者
の
荻
田
囎
が
郷
里
、
備
中
の
方
言
を
使

っ
た
こ
と
が
分
か

っ
て
い
る
か
ら
、
『
四
季
漢
語
字
解
』
の

「
オ
ホ
ダ

・
イ
」

は

後
者
の
語
釈
を
受
け
継

い
だ
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
で
は
、
『
四
季
漢
語
字
解
」
は
直
接
に

『新
令
字
解
』
を

承
け
た
も

の
か
と
い

え
ば
、
『新
令
字
解
』
の
ほ
う
が
掲
出
語
が
少
な
い
か
ら
、
こ
の
推
定
に
は
や
や
無
理
が
あ
る
。
そ
こ
で
次
に
、
こ
の

『
新
令
字
解
』

の

掲
出
語
を
骨
組
み
と
し
、
こ
れ
を

『漢
語
字
類
』
(庄
原
謙
吉
編
、
明
治
二
年

一
月
刊
)
で
増
補
し
た

『増
補
新
令
字
解
』
(
イ
ロ
ハ
順
配

列
。
東
條
永
胤
増
補
、
明
治
三
年
刊
)
は
ど
う
か
、
両
者
を
比

べ
て
み
る
と
、
『
四
季
漢
語
字
解
』
は

『増
補
新
令
字
解
』
と
よ
く
似

て

い
る
こ
と
が
分
か
る
。
『増
補
新
令
字
解
」
の
イ
部
の
掲
出
語
は
次
の
よ
う
で
あ
る
。

遺
詔

・
遺
憾

・
遺
意

・
遺
制

・
遺
典

・
造
則

・
遺
業

・
遺
訓

・
遺
言

・
遺
愛

・
遺
忘

・
遺
棄

・
遺
失

・
遺
漏

・
遺
書

・
遺
児

・
遺
孕

・

遺
火

・
遺
券

・
遺
脱

・
遺
腹

・
維
新

・
維
城

・
恰
愕

・
恰
恰

・
引
卒

・
引
見

・
引
抜

・
引
証

・
引
人

・
引
薦

・
印
度

・
印
章

・
印
本

・

印
花
布

・
委
任

・
委
積

・
委
吏

・
委
府

・
委
頓

・
委
曲

・
育
長

・
威
烈

・
威
権

・
威
儀

・
威
厳

・
威
容

・
宥
恕

・
有
罪

・
宥
過

・
偉

業

・
偉
功

・
偉
積

・
偉
大

・
陰
謀

・
陰
計

・
陰
悪

・
陰
患

・
陰
符

・
陰

*
・
畏
縮

・
畏
服

・
畏
途

・
畏
揮

・
依

頼

・
依
然

・
依
違

・

依
葱

・
依
附

・
椅
頼

・
筒
託

・
誘
引

・
誘
導

・
誘
納

・
憂
慮

・
憂
心

・
憂
患

・
憂
苦

・
憂
楽

・
憂
喜

・
遊
惰

・
遊
説

・
遊
手

・
遊
民

・

遊
食

・
遊
軍

・
遊
兵

・
遊
偵

・
遊
冶

・
遊
蕩

・
遊
撃

・
総
死

・
異
教
蔓
延

・
異
情

・
異
哉

・
異
日

・
異
名

・
異
声

(以
下
省
略
)

『
四
季
漢
語
字
解
』
の
掲
出
語
と

一
致
す
る
も
の
に
傍
線
を
付
け
る
と
、
『
四
季
漢
語
字
解
』

の
漢
語
の
ほ
と
ん
ど
が
、
『
増
補
新
令
字

解
」
に
掲
出
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
見
て
と
れ
る
。

こ
れ
は
、
『
四
季
漢
語
字
解
』
が

『
増
補
新
令
字
解
』
か
、
そ
れ

と
も
こ
れ
と
内
容
が
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漢語辞書の構造

類

似

す

る
漢

語
辞

書

か

に

よ

っ
て
成

立

し

て

い
る

可
能

性

の
あ

る

こ
と

を

示

唆

す

る
。

「
字

解

」

と

い
う
書

名

の
共

通

も

両

者

の

関

係

を

暗

示

す

る

よ

う

に
思

え

る
。

し

か

し

、

『
増

補

新

令

字

解

』

の
イ

部

に

}
語

で

は
あ

る

が

、

「
遺

恨

」

が

掲

載

さ

れ

て
い

な

い
。

次

に
、

ホ
部

に

つ
い

て
、

『
四

季

漢

語

字

解

』

と

『
増

補

新

令

字

解

』

を

比
較

し

て
、

前

者

の
掲

出

語

が

後

者

の
ど

こ

に
掲

載

さ

れ

て

い

る
か

を

示

す

と
、

次

の
よ

う

に
な

っ
て
い

る
。

括

弧

の
中

の
漢

数

字

は

『
増

補

新

令

字

解
』

に

お

け

る

丁
数

で
あ

る
。

オ

は
表

の
面

、

ウ
は

裏

の
面

の
略

称

、

算

用
数

字

は
行

数

で
あ

る
。

鳳

閾

(
一
四

ウ

6
)

.
鳳

賛

(
一
四

ウ

7
)

・
暴

行

(
]
四

ウ
ー0
)

・
暴

客

(
一
四

ウ

ー2
)

・
本

月

(
一
五

オ

6
)

・
貿

易

(
一
五

オ

3
)

・
本

邦

(
一
五

オ

7

)

・
捕
虜

(
一
五

オ

8
)

・
奔

走

(
「
五

ウ

6
)

・
木

訥

(
一
五

ウ
ー1

)

・
蜂

起

(
一
六

オ

3
)

・
褒

注

7

賞

(
一
六

オ
5

)

・
豊

凶

(
一
六

オ

9
)

・
飼

旬

(
一
六

オ

ー1
)

・
誤

訓

(
一
六

オ

8
)

・
矛

盾

(
一
六

ウ
4
)

・
凡
庸

・
幣

間

・

木

彊

.
奉

復

(
一
五

オ

ー1
)

・
歩

趨

(
一
五

オ

ー2
)

・
俸

禄

(
一
五

ウ
6

)

・
俸

銭

(
↓
五

ウ
5
)

『
四

季
漢

語
字

解

」

の
掲

出

語

の
順

序

は
、

「
鳳

閾

」

か

ら

「
矛

盾

」

ま

で
は
、

ほ

ぼ

『
増

補

新

令

字

解

」

の
丁

数

、

表

・
裏

、

行

の

順

で

一
致

す

る
。

そ

し

て
、

『
増
補

新

令

字

解

』

に
見

え
な

い
三

語

の
後

は

一
五

丁

に
戻

っ
て

「
奉

復

」

か

ら

、

再

び

表

、

裏

へ
、

さ

ら

に
ほ

ぼ

行

を
追

っ
て

『
増

補

新

令

字

解

』

の
掲
出

順

と

同

じ

で
あ

る
。

こ

の

こ
と

は

『
増

補

新

令

字

解

』

が

『
四
季

漢

語

字

解

」

と

関

係

の
深

い
辞

書

で
あ

る

こ
と

を

示

し

て

い

る
。

語

釈

に

つ
い

て
見

る

と
、

漢

字

表

記

か
片

仮

名

表

記

か

の
違

い
が

あ

っ
た

り

、

ま

た

、

「
本

月

」

に
対

し

て
、

『
増

補

新

令

字

解

』

で

「
ト

ウ
ゲ

ツ
」
、

『
四

季

漢

語

字

解

』

で

「
コ
ノ

ッ
キ

」

と

、
後

者

で
平

易

に

な

っ
て

い

る

く

ら

い

し

か

ホ
部

に
お

け

る
大

き

な

相

違

は

な

い
。

し

か

し
、

掲

出

語

に

つ
い

て
見

る

と
、

「
凡
庸

・
幣

聞

・
木

彊

」

が

『
増

補

新

令

字

解

』

に
掲

載

さ
れ

て

い
な

い
。

『
四
季

漢

語

字

解

』

に
記

さ

れ

て

い

て

『
増

補
新

令
字

解

』

に
見
当

た

ら

な

い
漢

語

が
全

体

で

二
八

語

あ

る
。
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文林 三十四号

こ
の
二
八
語
を
持

つ
、
『増
補
新
令
字
解
」
に
近
い
漢
語
辞
書
が
あ
れ
ば
、
そ
れ
が

『
四
季
漢
語
字
解
』
の
成
立

に
係
わ

っ
た
漢
語
辞

書

で
あ
る
と
推
定
で
き
る
。
そ
の
辞
書
が
中
村
守
男
編

の

『新
撰
字
解
』
(明
治
五
年
秋
刊
)
で
あ
る
。

こ
の

『新
撰

字
解
』
と

『
増
補

新
令
字
解
」
と
の
関
係
は
次
の
ご
と
く
で
あ
る
。

『新
撰
字
解
」
と

『増
補
新
令
字
解
』
と
で
共
通
す
る
掲
出
語

五
四
三
八
語

『新
撰
字
解
』
に
の
み
あ

っ
て
、
『増
補
新
令
字
解
』
に
な
い
掲
出
語

九
六
語

『新
撰
字
解
」
に
な
く
、
『増
補
新
令
字
解
』
に
の
み
あ
る
掲
出
語

一
五
語

注
8

『新
撰
字
解
」
は

『増
補
新
令
字
解
』
を
ほ
と
ん
ど
そ
の
ま
ま
継
承
し
、

こ
れ
に

一
〇
〇
語
近
く
を
増
補
し
た
漢
語
辞
書
で
あ
る
。
ホ

部

に
つ
い
て
見
る
と
、
『増
補
新
令
字
解
』
の
最
後
の
五
語
は

「鋒
刃

・
鋒
芒

・
蒲
柳
之
質

・
矛
盾

・
通
負
」
で
あ
り
、

一
方
、
『新
撰
字

解
』
で
は
、
「鋒
刃
」
以
下
を
挙
げ
る
と
、
「鋒
刃

・
鋒
芒

・
蒲
柳
之
質

・
矛
盾

・
通
負

・
凡
庸

・
帯
間

.
木
彊
」
と
な

っ
て
い
る
。
三
語

が
増
補
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
増
補
さ
れ
た
最
後
の
三
語
が

『
四
季
漢
語
字
解
』
に
見
ら
れ
る
。
そ
の
ほ
か
、
『
四
季
漢
語
字
解
』

に
掲
載

カ
ン
タ
イ

　
マ
こ

ニ
ウ
ソ
ヤ
ク

さ
れ
て
い
て

『増
補
新
令
字
解
』
に
見
え
な
い

「遺
恨

・
柔
弱

・
闘
戦

・
轟
弊

・
勅
選

・
寵
命

・
温
厚

・
感
載

.
海
岳

.
豪
農

.
総
督

.

痛
飲

・
農
兵

・
農
務

・
刑
罰

・
不
慮

・
不
幸

・
不
能

・
不
屈

・
国
益

・
後
生

・
古
来

・
英
名

・
戦
闘

.
絶
世

.
切
断
」
が

『新
撰
字
解
」

に
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
漢
語
は
、
『増
補
新
令
字
解
」
を
基

に
し
て

『新
撰
字
解
』
が
編
集
さ
れ
る
時
に
増
補
さ
れ
た
語
で
あ
り
、

同
じ
頭
字
で
類
集
さ
れ
た
語
群

の
最
初
か
最
後
、
な
い
し
は
そ
の
近
く
に
記
さ
れ
て
い
る
漢
語

で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
見
て
く
る
と
、

『
四
季
漢
語
字
解
』
は

『新
撰
字
解
』
に
よ

っ
て
成
立
し
て
い
る
と
い
う
結
論

に
達
す
る
。
『漢
語
字
解
』
の

「
字
解
」
は
直
接

に
は

『新

撰
字
解
』
か
ら
採
ら
れ
た
も
の
だ

っ
た
の
で
あ
る
。
た
だ
し
、
『
四
季
漢
語
字
解
』
は

『新
撰
字
解
』

の
漢
字
音

や
語
釈
を

そ
の
ま
ま
受
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漢語辞嘗の拙造

け
継
い
で
い
る
の
で
拡
な
い
中

編
者

の
長
橋
間
省
衛
門
は

「新
撰
字
解
』
を
資
料
に
し

て

「
四
季
漢
語
字
解
』
誉
作
る
時
、
掲
出
語
の
漢
字
音
を
改
め
る
こ
と
が
あ
る
。

次

に
少
し
記
す

(矢
印
の
下
が

「新
撰
字
解
』

の
漢
掌
査
鬼
中
黒
点
の
下

の
漢
字
音
は
掲
出
語
の
左
に
付
い
て
い
る
振
頓
仮
名
で
あ
る
)。

1
、
漢
音
と
與
音

の
表
示
か
ら
漢
音
・表
示
ヘ

カ
ウ
エ
キ
†
カ
ウ
エ
キ

・
ギ
ヤ
ウ
エ
キ

(「
行
役
」
)

ハ
ン
ヤ
ク
血ー
ハ
ン
ヤ
タ

・
ホ
ン
ヤ
ク

(「
翻
訳
」
}

ワ
カ
イ
↑
ワ
カ
イ

'
ワ
ゲ

(
「和
解
」)

2
玉
呉
音
表
示
か
ら
漢
音
圭
輯
示
ヘ

サ
イ
ブ

ン
↑
サ
イ
モ
ン

(「
幽
省
合
)

セ
イ
ジ
ン
↑
セ
イ
ニ
ン

(「
成
人
」)

3
、
漢
音
・表
示
か
ら
呉
音
表
示
ヘ

イ
ン
モ
ン
・↑
イ
ン
ブ
ン

(「音
關
」
)

ウ
ナ
イ
↑
ウ
ダ
イ

(「牢
・内
」
)

ク
ワ
イ
テ
ウ
↑
ク
ワ
イ
タ
ウ

〔「誠
嘲
」
)

タ
イ
ニ
ン
↑
タ
イ
ジ
ン

(「大
任
」)

レ
イ
ゴ
ー

レ
イ
ギ

ヨ

(「囹
瑚
」
)
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文林 三十四号

こ
れ

ら

は
、

漢

音

へ
の
傾

斜

と

、

逆

に
呉

音

へ
の
傾

斜

を

見

せ

て
お

り
、

文

体

に
対

応

す

る
漢

字

音

の
認

定

が

い
ま

だ

一
定

し

て

い
な

か

っ
た

こ
と

を

示

し

て

い

る
。

こ

の

ほ
か

、

「
サ

ッ
ド
↑

サ
イ

ド

(
撮

土

)
」

「
ガ

ヒ

ヨ

ウ
↑

ガ

シ

ヨ
ゥ

(餓

華

)
」

の
よ

う

に
正
音

に
訂

正

さ
れ

る

こ
と

や
、

逆

に

「
テ

ン

ユ
ウ
↑

テ

ン

ユ
」

(
諸

談

)

の
よ

う

に
長

音
化

し

た

誤
音

に
改

変

さ

れ

る

こ
と

が

あ

る
。

語

釈

に

つ
い

て
は

約

七

〇

語

が
改

変

さ

れ

て

い

る

(
漢

字

と

仮

名

、

仮

名

遣

い

の
違

い
、

濁

点

の
有

無

、

接

頭

辞

の
オ
と

オ

ン
や
、

そ

の
他

の
敬

語

の
有

無

、

ま

た

明

ら

か

に
誤

り

で
あ

る

「
曖

昧

」

の
語

釈

「
ポ

ン

ヤ
」

を

「
ボ

ン
ヤ

リ
」

に
訂

正

す

る
な

ど

は
対

象

に
し

な

か

っ
た
)
。

次

に
若

干

の
例

を

示

す

(矢

印

の
上

の
語

釈

が

『
四
季

漢

語

字

解

』

の
も

の
、

下

が

『
新

撰

字

解
」

の
も

の

で
あ

る
)
。

1
、

語

釈

の

一
部

を

省

略

テ

ン
ヂ

ク
↑

テ

ン
ヂ

ク

ク

ニ
ノ
ナ

(
「
印

度

」
)

ヤ

ク

ニ
タ

・
ヌ

ム

ス

コ
↑

ケ

ン

ソ

ン

ヤ

ク

ニ
タ

・
ヌ
ム

ス

コ

(
「
豚

児

」
)

ハ
タ

モ

ト
↑

ハ
タ

モ

ト

グ

ン
ゼ

イ

(
「
旗

下

」
)

ス
タ

レ

モ

ノ
↑

ス
タ

レ

モ

ノ

o

ヤ

ク

ニ
タ

・
ヌ
木

也

ヤ

ク

ニ
タ

・
ヌ
人

二
タ

ト

ヘ
テ
云

(
「
樗

櫟

」
)

タ

イ

ソ

ウ

ニ
ヲ
カ

シ
キ

「
↑

ア
ゴ

ヲ

ハ
ズ

・

o
タ

イ

ソ

ウ

ニ
ヲ
カ

シ
キ

「

(
「
解

願

」
)

2
、

簡

単

な

語

釈

に
改

変

ナ
カ

マ
↑

チ
カ

ヒ

ヲ

シ
タ

ナ

カ

マ

(
「
同

盟

」
)

ト

シ

ヨ
リ

ノ
カ

ミ

ノ
ケ
↑

ゴ

ク

ト

シ

ヨ
リ

タ

ル
人

ノ
カ

ミ

ノ

ケ

(
「
黄

髪

」
)

カ

シ

ラ

ヲ

チ

ニ
ツ
ケ

ル
↑

カ

シ

ラ

ヲ
チ

ニ

ス
リ

ツ
ケ

ル

(
「
頓

首

」
)
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譜辞霜の構造

3

、

4

、

5

、

フ
タ

、
ピ

サ
カ

ン

ニ
ス

ル
「
ームー
謂
A
下

ヲ

フ
タ

、
ピ
サ

カ

ン

ニ
ス

ル

ー

〔「
中

興
」
)

リ

カ

ウ

ト

パ
カ

↑

人

ノ
リ

カ

ウ

パ
カ

(
「
凹
一愚
」
)

漢

語

か

ら
和

語

へ
の

改
変

コ
ノ

ッ
キ
↑

ト

ウ
ゲ

ツ

(
「
本

月

」
)

ム

ツ
ト

シ

タ

ル
カ

ホ

イ

ロ
↑

ム

ツ
ト

シ
タ

ル
顔

色

(
「
恨

色

」
)

ア

マ
ネ

ク
ト

オ

ル
ム
ー
ア

マ
ネ

ク

ツ
ウ

ズ

(
「
龍
日
揃
E
)

モ

ト
カ

ラ

ノ
オ

モ

ピ

コ
ミ
↑

元

カ

ラ

ノ

リ

ヤ

ウ

ケ

ン

(
「
素

心

」
)

平
易

哲

語
釈

に
改

変

ヒ
ト

ツ

マ
ミ

ホ

ド
↑
-
ス

コ

シ
ノ
ヂ

メ

ン

ハ
「
撮

十
ご
)

ワ
ズ

カ

↑
八

寸

五

尺

(
「
腿
尺

」
)

ヤ

ク

シ

ヨ
↑

オ

カ

ミ

ノ
所

(
「
官

府

b

ト

キ

ノ

ア
リ

サ

マ

ヨ
ノ

ア

リ

サ

マ
↑

卜
牛

ノ
イ

キ

ホ

イ

ト

ヨ
ノ

ア

リ

サ

マ

(
「
時
勢

」
)

タ

イ

セ

ツ
ナ
ギ

リ
↑
大

ナ

ル
ギ

リ

(
「
大

義

」
)

文

語

形

に
改

変

イ

ト

ケ

ナ
キ

キ

ミ
↑

オ

サ

ナ
キ
天

子

(
「
幼

主

」
)

ク

ワ
イ
ブ

ン
ノ

ヨ
シ

ワ

ル

シ
・T
グ

ワ
イ
ブ

ン
ノ

ヨ
イ

ワ

ル

イ

(
コ
栄
辱

」
)
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ノ
ビ

ヒ

ロ
グ

ル

↑

ノ
ピ

ヒ

ロ
ガ

ル

(
コ
亜
延
」
)

ス
ミ

タ

リ

シ

コ
ト
乱ー
ス

ン
ダ

コ
ト

(
コ
砒
往
」
)

6

、

誤

り
を

訂

正

ス
キ

マ
↑

ス
キ

ヲ
ネ

ラ

フ

(
「
間

隙

」
)

リ

ヨ
ウ

リ

ス
ル
↑

リ

ヤ
ウ

リ

ャ

(
「
割

烹

」
)

ス
リ

ッ
プ

ル
†
・ミ

ワ
カ

ラ
ズ

(
「
節

滅

」
)

モ

レ

ル
↑

モ

レ

ノ

コ
ル

(
コ
嘱
脱

」
)

7
、

誤

っ
た

語

釈

に
改

変

ミ
ダ

レ

チ

ラ
ケ

ル
↑

ウ

ロ
タ

ヘ
ル

(
「
狙

狽
」
)

ッ
ク

ノ

ヒ
キ

ン
・↑

ホ
ウ

ビ

ノ
カ

ネ

(
「寅

金

」
)

『
四
季

漢

語

芋
解

」

で
蝕
全

般

的

に
語

釈

が

簡
潔

に
な

っ
て
お

り
、

よ

り
適

切

に
改
変

さ

れ

て
い

る

こ
と

が

多

い
。

こ

の

よ

う

に
長

橋

間

右

衛

門

は
語

釈

に
手

を

人

れ

て

い

る
が
、

掲

出

語

に

は

『
新

撰

字

解

』

を

出

る
も

の
が

ほ
と

ん

ど

な

い

。

四
字

漢

語

の
後

半

の

二
字

を

独

立

さ

せ

る

こ
と

に
よ

っ
て
、

「
新
撰

字

解

』

に

な

い
漢

語

を

『
四

季

漢

語

字

解

」

に
記

載

す

る

こ
と

は

あ

る

が

、

純

粋

の
増

補

語

は

「
衆

評

」

の

】
語

①

み

で
あ

る
.

「
衆

庶

.
衆

怨

」

に
続

け

て
、

衆

評

オ

フ
セ

イ

ノ
ヒ

ヤ

ウ

キ

衆
議

オ

フ
セ

イ

ノ
ヒ

ヤ

ウ

キ
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漢語辞書の構造

と
並

べ
、
「衆
議
」

の
同
義
語
と
し

て
増
補
す
る
に
す
ぎ
な
い
。
そ
れ
ほ
ど
ま
で
に
後
続
の
漢
語
辞
書

の
掲
出
語

は
先

行
の
漢
語
辞
書

の

拘
束
を
受
け
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
が
漢
語
辞
書

の

】
つ
の
限
界

で
あ
り
、
特
徴

で
も
あ
る
。

で
は
、
こ
の
よ
う
に
し
て
編
集
さ
れ
た

『
四
季
漢
語
字
解
』
は
何
の
た
め
の
頭
書
で
あ

っ
た
か
。
『新
令
字
解
」
も
、

ま
た

『
漢
語
字

類
』
も
漢
語
の
意
味
を
調
べ
る
辞
書
と
し

て
編
集
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
他
の
辞
書
も
、
序
文

・
凡
例
が
あ
る
場
合
は
、
そ
れ
ら
に
よ
れ
ば
、

ほ
と
ん
ど
の
場
合
、
読
解
辞
書
と
し
て
編
集
し
た
と
記
し
て
い
る
。
そ
こ
で
、
な
ぜ
書
状
の
模
範
文
集
の
頭
書
に
読
解
辞
書
が
掲
載
さ
れ

た

の
か
、
と
い
う
疑
問
が
お
こ
る
。
た
し
か
に
、
書
状
の
例
文
集
と
読
解
辞
書
が

一
冊
に
纏
ま

っ
て
お
れ
ば
、
読
み
書
き
の
両
方

に
利
用

で
き
、
便
利

で
は
あ
る
。
し
か
し
、
書
状
の
例
文
集
と
緊
密
な
関
係
を
求
め
る
な
ら
ば
、
掲
載
さ
れ
て
し
か
る
べ
き

は
、
先
ず
は
表
記
字

典

で
あ

っ
た
は
ず
で
あ
る
。
そ
う
で
あ
れ
ば
、
こ
の

『
漢
語
字
解
』
も
表
記
字
典
と
し
て
掲
載
さ
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。
江
戸
時
代

の
節

用
集
な
ら
ば
和
語
が
多
い
か
ら
そ
の
漢
字

の
意
味
は
必
ず
し
も
記
す
必
要
が
な
く
、
同
訓
異
字
の
区
別
を
付
け
る
程
度

で
用
が
足
り

る
。
ま
た
、
漢
語
で
あ

っ
て
も
平
易
な
漢
語
が
多
い
か
ら
字
訓
を
示
す
だ
け
で
済
ん
だ
の
で
あ
る
が
、

一
名
を

「開
化
日
用
文
章
」
と
名

付
け
ら
れ
た
本
書
と
同
程
度
の
文
章
を
、
本
書
を
参
照
し
な
が
ら
書
く
と
な
れ
ば
、
難
解
な
漢
語
を
使
用
す
る
必
要

が
あ
り
、
表
記
字
典

で
あ

っ
て
も
、
同
音
異
義
語
の
区
別
や
意
味
の
確
認
の
た
め
に
、
意
味
の
記
載
が
求
あ
ら
れ
る
よ
う
に
な

っ
て
き

て
い
た
の
で
は
な
い
か
。

そ
の
た
め
に
、
表
記
字
典
と
し
て
漢
語
辞
書
が
流
用
さ
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
推
定
さ
れ
る
。
頭
書
の
漢
語
辞
書
は
、
実
際
に
は
読

解
辞
書
と
し
て
使
用
さ
れ
る
こ
と
が
あ

っ
た
か
も
知
れ
な
い
。
ま
た
、
編
者
が
そ
れ
を
予
想
し
て
い
な
か

っ
た
訳
で
は
な
か

っ
た
か
も
し

注
9

れ
な

い
が
、
編
者
の
当
面
の
目
的
は
表
記
字
典
と
し
て
の
掲
載
で
あ

っ
た
可
能
性
が
強

い
。
他
に
も

こ
れ
と
同
様
の
例
が
あ
る
。
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(三
)

こ
の

『
四
季
文
章
』
の
頭
書

『漢
語
字
解
』
を
資
料
に
し
て
編
集
さ
れ
た
の
が

『
女
四
季
文
章
』

の
頭
書

『漢
語
字
解
』

で
あ
る
。
こ

注
10

の
こ
と
に
つ
い
て
土
屋
信

一
氏
は
疑
問
を
呈
し
て
お
ら
れ
る
が
、
筆
者
は
両
辞
書
は
関
係
が
あ
る
と
考
え
る
。
た
だ
し
、
『
女
四
季
漢
語

字
解
』
の
掲
出
語
は
数
が
少
な
く
、
ま
た
配
列
が
組
織
的
で
な
い
の
で
、
『
四
季
漢
語
字
解
』
と

『
新
撰
字
解
』
と

の
関
係

の
よ
う
に
分

か
り
や
す
く
は
な
い
。
し
か
も
、
『女
四
季
漢
語
字
解
』

で
は

『
四
季
漢
語
字
解
」
以
上
に
語
釈
が
改
変
さ
れ
て
い

る
の
で
、
両
者

の
関

係
は
必
ず
し
も
顕
著
に
は
現
れ
な
い
。
『女
四
季
漢
語
字
解
』
の
第

一
丁
の
表
と
裏
の
掲
出
語
と
語
釈
は
、
『四
季
漢
語
字
解
』

の
そ
れ
ら

と
次

の
よ
う
な
関
係
で
あ
る

(中
黒
点
の
上
の
語
釈
が

『女
四
季
漢
語
字
解
』
の
も
の
、
下
の
語
釈
が

『
四
季
漢
語
字
解
』
の
も
の
で
あ

る
。
掲
出
語
の
上
の
数
字
は

『
女
四
季
漢
語
字
解
』

に
お
け
る
配
列
順
。
括
弧
の
な
か
は

『
四
季
漢
語
字
解
』
に
お
け
る
掲
出
場
所
)
。

1
条
理

2
賞
金

3
集
合

4
尊
大

5
文
芸

6
才
力

7
器
械

8
地
球

す

ぢ

み
ち

・
ス

ヂ

ミ
チ

(
八

五

ウ

4
)

ご

ほ
う

び

き

ん

・
ッ
ク

ノ

ヒ
キ

ン

(
八

五

ウ

2
)

よ

り
あ

つ
ま

り

・
ヨ
リ

ア

ツ

マ

ル

(
八

六

オ
)

た

か

ぶ

る

・
オ

ホ

ヅ

ラ

(
三
七

ウ
)

が

く

も

ん
げ

い

の

う

・
ガ

ク

モ

ン
ゲ

イ

ノ

ゥ

(
六

〇

オ

)

は

た

ら

き

あ

る
人

・
ハ
タ

ラ

キ

(
七

一
オ
)

」

】
丁
オ

ど

う

く

う

つ
わ

・
ト

ゥ

ク

ウ

ツ

ワ

(
七

四

ウ
)

せ

か

い

の
事

・
ダ

イ

チ

ノ
事

(
一
九

オ
ー

)
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9

寵

遇

お

き

に

い
る
事

・
キ

ニ
イ

ル

(
一
九

オ

7
)

10
余

業

く

わ

ぶ

ん
な

げ

ふ

・
ヨ
ブ

ン
ナ

シ

ワ
ザ

(
三

ニ

オ

)

11
探

索

さ

く

り

も

と

め

る

・
サ
グ

リ

モ
ト

ム

ル

(
三

三

ウ

3
)

12
隊

長

へ
い
た

い
が

し

ら

・
シ

ソ

ッ

ノ
カ

シ

ラ

(
三

三

ウ

2
)

13

奮

発

ふ

る

い

お

こ
る

・
フ

ル
ヒ

オ

コ
ル

(
五

九

ウ
)

L

一丁
ウ

こ
れ

ら

一
三
語

の
配

列

は
全

体

と

し

て

は
組

織

的

で
は

な

い
。

し

か

し
、

部

分
的

に
見

れ

ば

『
四
季

漢

語

字

解

』

の
同

じ

丁

か

ら
、

ま

た

丁

を
追

っ
て
採

集

さ
れ

て

い

る
。

「
条

理

・
賞

金

」

は
同

じ

面

の

二
語

が

、

行

が

前

後

し

て
は

い
る

が

、
採

集

さ

れ

て
い

る
。

「
集

合

」

は

そ

の
次

の
丁

に
あ

る
語

で
あ

る
。

「
地

球

・
寵

遇

」
、

「
余

業

・
探

索

・
隊

長
」

も

『
四

季
漢

語
字

解

』

に

お

い

て
近

隣

の
語

で
あ

る
。

『
女

四
季

漢

語

字

解

』

の

一
〇

丁

の
四

行

か

ら

=

丁

四
行

目

ま

で

の

一
五

語

は
、

掲

出
語

に
付

さ

れ
た
振

り
仮
名

の
第

一
字

目

が

コ

・

エ

・
キ

・
ユ

・
メ

で
あ

っ
て
、

イ

ロ

ハ
順

に
従

っ
て

お

り
、

『
新

撰

字

解
』

で
増

補

さ

れ
、

『
四

季
漢

語
字

解

』

に
継

承

さ

れ

た

「
古

来

」

を

含

め

て
、

次

の
よ

う

に

『
四
季

漢

語

字

解

』

の
、

し

か

も

至

近

の
丁

・
オ

ウ

・
行

を

ほ
ぼ
追

っ
て
続

く
。

栩

古

来

む

か

し

よ

り

・
イ

ニ
シ

ヘ
ヨ
リ

(
六

ニ

ウ
)

榴
鼓

吹

ふ

え

た

い

こ

・
フ

エ
タ

イ

コ

(
六

三

オ
6

)

伽
酷

吏

む
ご

き

や
く

に

ん

・
ム
ゴ

キ

ヤ

ク
人

(
六

三

オ

8

)

伽
糊

口

く

ち

が

せ
き

・
ク

チ
カ

セ
キ

(
六

三

ウ

ー
)

粥
幼

稗

い

と

け
な

い

・
イ

ト

ケ

ナ

シ

(
六

三

ウ

6
)
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文林 三十四号

枷
援
兵

鵬
営
繕

鵬
郷
里

㎜
錦
旗

m
起
居

㎜
勇
気

鵬
輸
入

悩
輸
出

燭
名
族

燭
面
折

か

せ

い

の
ぐ

ん

せ

い

・
カ

セ

イ

ノ
グ

ン
セ

イ

(
六

四

オ
ー

)

と

り

つ
く

ろ

い

・
ト

リ

ツ
ク

ロ
イ

(
六

四

オ
6

)

む

ら

さ

と

・
ム
ラ

サ

ト

(
七

五

ウ
4

)

に

し
き

の

み

は

た

・
ニ
シ

キ

ノ

ミ

ハ
タ

(七

五

ウ
5
)

た
ち

い

・
タ

チ

イ

(
七

五

ウ
2
)

い

さ

ま

し
き

き

せ
う

・
イ

サ

マ
シ
キ

キ

シ

ヨ
ウ

(七

六

オ

5
)

つ
み

い
れ

る

・
ツ
ミ

イ

レ

ル

(七

六

ウ
3
)

つ
み
だ

す

・
ツ
ミ
ダ

ス

(七

六

ウ
4
)

い

へ
か

ら

・
イ

ヘ
カ

ラ

(七

七

オ

5
)

は
じ

か

・
す

・
人

ヲ
目

ノ

マ

ヘ
デ
ク

ジ

ク

「
(
七

七

オ

6

)

次
の
場
合
も
、
振
り
仮
名
は
サ

・
キ
と
続
き
、
同
様

の
こ
と
が
言
え
る
で
あ
ろ
う
。

恥
歳
華

と
し

つ
き

・
ト
シ
ツ
キ

(七
六
ウ
ー
)

m
策
略

は
か
り
ご
と

・
バ
カ
リ
コ
ト

(七

一
ウ
6
)

皿
禁
鋼

は
う
こ
う
を
か
ま
ふ

・
ハ
ウ
コ
ウ
ヲ
カ

マ
イ

(七
ニ
オ
8
)

こ
の
よ
う
に
、
『女
四
季
漢
語
字
解
』
の
掲
出
語
は

『
四
季
漢
語
字
解
』

の
ペ
ー
ジ
を
繰
り
な
が
ら
採
集
さ
れ
て
い
る
か
ら
、

こ
の
こ

と
を
前
提
に
す
れ
ば
、
『女
四
季
漢
語
字
解
』
の
三
丁
オ
に

「
管
轄
」
(『
四
季
漢
語
字
解
』
の
三

一
オ
5
)
と

「交
際
」

(
『
四
季
漢
語
字

一18一
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解
』

の
三

]
オ
ー
)
が
並
ん
で
お
り
、
前
者
に

「く
わ
ん
く
は

つ
」、
後
者
に

「か
う
さ
い
」
と
振
り
仮
名
が
付
い
て
い
て
、
「く
」
で
始

ま

る
語
と

「
か
」

で
始
ま
る
語
が
隣
接
し
て
い
る
け
れ
ど
も
、
そ
れ
は

『
四
季
漢
語
字
解
』
の
三

一
オ
に

「交
際

.
号
令

.
号
泣

.
横
行

.

管
轄

・
閑
民

・
閣
筆
」
の
よ
う
に
、
「
か
」
で
始
ま
る
振
り
仮
名
の
語
に
混
じ

っ
て
、
「
く
」

で
始
ま
る
振
り
仮
名
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

「管
轄
」
が
誤

っ
て
記
載
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
『
四
季
漢
語
字
解
』
に
お
い
て
こ
の
よ
う
な
乱
れ
が
あ
る
の
は
、

さ
ら
に
遡
る
と
、
『
新
撰
字
解
』
に
お
い
て

「管
轄
」
が
力
部
に
掲
出
さ
れ

(三
七
丁
オ
。
な
お

「管
轄
」
は
ク
部

に
も
掲
載
さ
れ
て
い

る
。

こ
の
こ
と
は

『増
補
新
令
字
解
』
で
も
同
じ
で
あ
る
。)、
「
カ
ン
カ
ツ
」
と
振
り
仮
名
が
付
け
ら
れ
た
た
め
で
あ
る
こ
と
が
判
明
す

る
。
さ
ら
に
、
『
女
四
季
漢
語
字
解
』
の
四
丁
ウ
に

「管
略

こ
と
す
く
な
」
「
顛
難

な
ん
ぎ
す
る
」
「開
拓

と
ち

ひ
ら
く
」
と
並
ん
で

い
る
が
、
『
四
季
漢
語
字
解
』

に
は
、
「簡
略

コ
ト
ス
ク
ナ
」
(
二
四
ウ
2
)
「
銀
難

ナ
ン
ギ
ナ
ル
ユ

(
二
五
オ
6
)

「開
拓

ト
チ
ヲ

ヒ
ラ
ク
」
(二
五
オ
8
)
と
あ
る
か
ら
、
『
女
四
季
漢
語
字
解
』

の

「
管
略
」
は

「簡
略
」

の
誤
記
で
あ
る
こ
と
が
判
明
す
る
。
ま
た
、
九

丁
オ
の
六
行
と
七
行
目
に

「課

そ
し
る
」
(
「訪
」
は
原
本

の
ま
ま
)

・
「繍

わ
け
が
わ
か

つ
た
」
と
あ
り
、
振
り
仮
名
が

「
ひ
」

ひ

は

う

で
あ
る
語
と

「
へ
」

で
始
ま
る
語
が
並
ん
で
い
る
が
、
こ
れ
は

『
四
季
漢
語
字
解
』

で
は

「
誹
諺

ワ
ル
ク
イ
フ
」

(八
六
ウ
8
)

.

翫嬉
鰯

サ
ツ
パ
リ
ト
ア
ト
モ
ナ
シ
」
(八
七
オ
3
)
で
あ
る
の
で
、
『女
四
季
漢
語
字
解
』
に
お
い
て
振
り
仮
名
が

誤

っ
て
記
さ
れ
た
と

考
え
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
に

『女
四
季
漢
語
字
解
』
の
問
題
の
あ
る
語
の
多
く
は

『
四
季
漢
語
字
解
』
と
の
関
係
で
訂
正
す
る

こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
し
、
両
者
の
間
に
語
釈
の
相
違
は
多
い
。
こ
れ
は

『
女
四
季
漢
語
字
解
』

で
編
者
が
、
『
四
季

漢
語
文
章
』

の
誤

り

の
訂
正
、
あ
る
い
は
平
易
化
を
試
み
て
い
る
と
考
え
る
べ
き
で
あ
る
。
右
で
挙
げ
た
掲
出
語
に
つ
い
て
言
え
ば
、

2

「賞
金
」
の

「
こ

ほ
う
び
き
ん
↑
ッ
ク
ノ
ヒ
キ
ン
」
は
、
『
新
撰
字
解
」
に

「賞
金

ホ
ウ
ビ
ノ
カ
ネ
」
(
一
〇
八
オ
ー2
)、
「償
金

ツ
ク

ノ
ヒ
キ

ン
」

(
一
〇
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八

ウ
7
)
と
あ
る
の
を
両
者

の
語
釈
を
混
同
し
て
、
『
四
季
漢
語
字
解
」

で

「賞
金

ツ
ク
ノ
ヒ
キ
ン
」
と
し
た
の
を
訂
正
し
た
の
で
あ
る
。

そ
の
ほ
か
、
4
の

「
た
か
ぶ
る
↑
オ
ホ
ヅ
ラ
」、
12
の

「
へ
い
た
い
が
し
ら
↑
シ
ソ
ツ
ノ
カ
シ
ラ
」、
慨
の

「
む
か
し
よ
り
↑
イ
ニ
シ
ヘ
ヨ

リ
」
は
、
分
か
り
や
す
い
語
釈
に
改
め
ら
れ
て
い
る
と
言
え
る
。
燭

「
は
じ
か
、
す
↑
人

ヲ
目

ノ
マ
ヘ
デ
ク
ジ
ク
「⊥

も

「
ク
ジ
ク
」
を

平
易
に
言
い
換
え
て
い
る
こ
と
で
は

『
女
四
季
漢
語
字
解
』

の
ほ
う
が
分
か
り
や
す
い
。
た
だ
し
、
「
氷
解
」

の
語
釈

に
つ
い
て
は
当
時

の
用
法
か
ら
見
て

『
四
季
漢
語
字
解
』
と
別
の
意
味
が
記
載
さ
れ
て
い
る
と
考
え
て
よ
い
。

恭
順
謹
慎
無
二
念
の
段
達
叡
聞
寛
典
の
御
処
置
可
被
仰
出
旨
然
る
上
は

一
時
の
罪
名
御
氷
解
徳
川
家
安
堵

の
御
沙
汰
被
成
下
候
儀
と

奉
存
候

へ
共

(『中
外
新
聞
」
三

一
号
ー
ウ
、
慶
応
四
年
閏
四
月
二
十
九
日
)

女
主
親
ラ
書
ヲ
リ
ン
コ
ル
ン
ノ
寡
婦

二
贈
リ
以
テ
弔
詞
ヲ
陳
シ
議
院

二
於
テ
モ
亦
弔
詞
ヲ
陳
メ
哀
痛

ノ
情

ヲ
致

セ
シ
故

二
英

米
両

国
多
年
ノ
紛
紙
此

二
於

テ
氷
解
シ
テ

(箕
作
麟
祥
訳

『万
国
新
史
』
下
編
四
三
オ
、
明
治
九
年
刊
)

或
る
人
横
浜
在
留
西
洋
人
の
為
に
妾
を
媒
す
そ
の
媒
酌
の
注
文
を
出
し
た
る
西
洋
人

の
居
留
処

に
寓
居

の
南
京
人
に
て
筆
談
を
以
て

頼
み
た
り
此
方
の
媒
人
も
稽
文
字
を
解
し
た
る
故
筆
談
に
て
注
文
を
受
け
た
り
其
注
文
書
年
齢
は
幾
歳
よ
り
幾
歳
ま
て
の
間
給
金
は

如
何
程
な
と
云
ふ
事
悉
く
氷
解
し
て
疑
ひ
無
し

(『中
外
新
聞
」
二

]
号
2
ウ

・
3
オ
、
慶
応
四
年
閏
四
月
六
日
)

ひ
よ
う
か
い

お
そ
れ
な
が
ら

御
処
置
に
付

て
は
負
罪
小
臣
輩
彼
是
御
疑
念
申
上
候
筋
に
は
無
・之

(中
略
)
乍
・恐
右
情
実
御
直
話
被
・遊
候
は

ゴ
忽
ち
御
氷
解

に

と
か

く

　

む

こ

の
が

も
相
成
可
・申
欺
私
式
兎
角
可
一申
上
一様
も
無
レ之
候

へ
共
事
実
能
々
御
明
諒
被
・遊
御
氷
解
相
成
多
人
数
無
事
の
死
を
遁
れ
候
様
被
二

成
下

一候
は
ゴ
難
・有
可
・奉
・存
候

(『中
外
新
聞
外
編
』
二

一
号
三
九
オ
、
慶
応
四
年
五
月
)

右
の
最
初
の
二
例
は

『
四
季
漢
語
字
解
」
に
記
載

の

「
サ
ツ
パ
リ
ト
ア
ト
モ
ナ
シ
」
の
意
味
で
あ
る
が
、
後
の
三
例
は

『
女
四
季
漢
語
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字

解
」

に
あ
る

「
わ
け
が
わ
か

つ
た
」
の
意
味
で
理
解
す
る
方
が
納
得
し
や
す
い
。
「氷
解
」

に

「御
」
が
冠
せ
ら
れ
、
「
二
相
成
」

に
続

く

こ
と
が
あ
る
の
も
、
人
の
行
為
で
あ
る

「事
情
が
理
解

で
き
る
」
の
意
で
あ
る
た
め
で
あ
る
。
こ
れ
は
明
治
語
で
あ
る
。

こ
の
ほ
か
、
『女
四
季
漢
語
字
解
』
の
ほ
う
が

「
四
季
漢
語
字
解
」

に
比

べ
て
語
釈
が
平
易
で
あ
る
こ
と
が
多
い
。

き
こ
へ
の
よ
し
あ
し
↑
ク
ワ
イ
プ
ン
ノ
ヨ
シ
ア
シ

(「栄
辱
」
)

き
に
い
ら
ぬ
事
↑

フ
シ
ヨ
ウ
チ

(
「不
平
」
)

な
か
た
ち
の

事
↑
ク
チ
イ
レ

(「紹
介
」
)

た
つ
さ
は
る
事
↑

コ
ト
ニ
ア
ヅ
カ
リ
タ
ヅ
サ
ハ
ル

(「関
係
」)

さ
け
い
う
に
お
ぼ
れ
る
↑
酒

色

ニ
オ
ポ
レ
ル

(「流
連
」
)

よ
わ
り
は
て
る
↑
ツ
カ
レ
ツ
イ
へ

(
「疲
弊
」)

と
く
と
か
ん
が

へ
る
↑

ヨ
ク
カ

ン
ガ

ヘ
ル

(「熟
慮
」
)

な
ん
ぎ
す
る
↑
ナ
ン
ギ
ク
ル
シ
ミ

(「辛
苦
」
)

し
ご
く
ば
か
↑
ゴ
ク
ノ
オ

ロ
カ

(「
至
愚
」
)

い

つ
ま
で
も

の
こ
る
↑
イ
ッ
マ
テ
モ
ス
タ
ラ
ヌ

(「
不
朽
」
)

す
こ
し
の
て
が
ら
↑
サ
サ
イ
ナ
テ
ガ
ラ

(「微
功
」
)

や
ど
が
へ
↑
テ
ン
タ

ク

(「移
住
」
)

そ
ば
で
み
る
↑
カ
タ
ハ
ラ
ニ
テ
ミ
テ
イ
ル

(「傍
観
」
)

を
じ
ぎ
を
す
る
↑
カ
シ
ラ
ヲ
チ
ニ
ッ
ケ
ル

(「
頓

首
」)

と
り
と
め
ぬ
う
は
さ
↑
ト
リ
ト
メ
ヌ
ハ
ナ
シ

(コ
俘
説
」)

と

こ
ろ
で
、
『女
四
季
文
章
」

に
頭
書
と
し
て
漢
語
辞
書
が
掲
げ
ら
れ
た
の
は
何
故
か
。
『
四
季
漢
語
字
解
』
の
掲
出
語
は
イ

ロ
ハ
配
列

で
あ
り
、
頭
字

で
の
類
集
が
な
さ
れ
て
い
る
か
ら
漢
語
の
表
記
を
知
る
た
め
に
も
、
ま
た
漢
語
の
意
味
を
知
る
の
に
も
役
立

つ
。
い
ず
れ

に
し

て
も
、
語
数
は
少
な
い
が
、
実
用
を
目
指
し
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、
『女
四
季
漢
語
字
解
』
で
は
漢
語
の
扱
い
が
違
う
。
掲
出
語
数

は

『
四
季
漢
語
字
解
』
の
約

一
四
パ
ー
セ
ン
ト
と
少
な
く
、
し
か
も
既
に
示
し
た
ご
と
く
全
体
と
し
て
は
配
列
に
何

の
基
準
も
な
い
。

こ

れ

で
は
表
記
字
典
と
し
て
も
読
解
辞
書
と
し
て
も
役
に
立
た
な
い
。
『
女
四
季
漢
語
字
解
」
は
、
長
橋
間
右
衛
門
が
編

集
し
た
漢
語
辞
書

の
な
か
で
も

っ
と
も
非
実
用
的
な
内
容

で
あ
る
。
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と
こ
ろ
で
、
こ
の
本

の
頭
書
は
四
部
か
ら
成

っ
て
い
る
。

一
丁
か
ら

一
五
丁
ウ
ま
で
が

「漢
語
字
解
」
、

一
六
丁
オ
か
ら
四
六
丁
オ
の

な
い
こ
く
ぶ
つ
さ
ん

せ

か

い

く

に

な

三
行
ま
で
が

「内
国
物
産
」
、
四
六
丁
オ
の
四
行
目
か
ら
五
二
丁
オ

一
行
ま
で
が

「世
界
国
名
」、
五
二
丁
オ
の
二
行
か
ら
五
九
丁
ウ
ま
で

い
き
り
す

こ
と

ば

が

「英

語
」
で
あ
る
。
「
内
国
物
産
」
は
山
城

・
大
和

・
河
内

・
和
泉

・
摂
津

・
伊
賀

・
伊
勢

・
志
摩

・
尾
張

・
三
河
な
ど
国
別

に

産
物
が
記
し
て
あ
り
、
厳
密
で
は
な
く
分
類
名
も
な
い
が
、
ほ
ぼ
畿
内

・
東
海

・
関
東

・
中
国

・
四
国

・
九
州
に
分
け
ら
れ
て
い
る
。

「世
界
国
名
」
は
亜
細
亜
州

・
阿
非
利
加
州

・
欧
羅
巴
州

・
北
亜
米
利
加
州

・
南
亜
米
利
加
州

・
大
洋
州
の
分
類
名

の
下
に
漢
字
表
記
の

国
名
が
記
さ
れ
て
い
る
。
「英
語
」
は
、
分
類
名
は
な
い
が
、
人
物
名

・
身
体
名

・
動
物
名

・
天
体
名

・
道
具
名
な
ど

の
身
近
な
日
本
語

に
対
応
す
る
英
語
が
類
集
さ
れ
た
和
英
辞
典

で
あ
る
。
頭
書
は
四
種
類
と
も
に
簡
略
で
あ
る
が
、
そ
の
う
ち
で
、
求

め
る
事
柄
が
探
し
に

く

い
の
は

「漢
語
字
解
」
で
あ
る
。
「漢
語
字
解
」
は
四
種
類
の
頭
書
記
事
の
内
で
も

っ
と
も
実
用
性
に
乏
し
い
。

掲
出
漢
語

の
選
択
基

注

11

準
も
特
に
な
さ
そ
う
で
あ
る
。

「印
度
」
に
し
て
も
、
世
界
地
理
に
必
要
な
語
と
し
て
掲
げ
ら
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
。
こ
の
語
は
既
述

の
ご
と
く
元
は

『
新
令
字
解
』
に
掲
出
さ
れ

て
い
た
の
が
、
『増
補
新
令
字
解
』
、
そ
し
て

『新
撰
字
解
』
、
さ
ら
に

『
四
季
漢
語
字
解
』

へ
と
受
け
継
が
れ
て
、
『女
四
季
漢
語
字
解
」

に
た
ど
り

つ
い
た
語

で
あ

っ
て
必
ず
し
も
必
要
度
の
高
さ
の
た
め
に
掲
出
さ
れ

て
い
る
の

で
は
な
い
。
そ
れ
で
は
、
ど
の
よ
う
な
目
的
で

『女
四
季
漢
語
字
解
』
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
か
と
い
え
ば
、
当
用
の
た
め
で
は
な
く
、
女

性

が
教
養

を
高
め

る

こ
と
を
名
目
と
し
た
も

の
で
あ
る
。

漢
語
辞
書
が
読

み
物

に
変
質

し

て
い
る

の

で
あ

る
。

こ
れ
は
、

せ

か
い
を

ん
な

わ
う

ら

い

い
ぎ
り
す
こ

と
ば

ご

ふ

れ

い

『世
界
婦
女
往
来
』
(明
治
六
年
八
月
刊
)
の
頭
書
に
、
世
界
の
主
な
国
の
人
口
と
首
府
名
、
「
英

語
」
な
ど
に
交
え
、

「御
布
令

の

も

じ

わ

"

注
12

文
字

の
略
解
」
と
し
て
、
わ
ず
か
五
二
語
で
あ
る
が
、
漢
語
を
配
列
順
不
整
の
ま
ま
語
釈
を
付
け
て
掲
載
し
て
い
る
の
と
同
じ
で
あ
る
。

一22一



漢語辞書の構造

(四
)

『増
補
漢
語
字
解
大
全
』
は
書
名
か
ら
考
え
れ
ば

「漢
語
字
解
」
を
増
補
し
た
漢
語
辞
書
の
よ
う
に
理
解
で
き
る
。
し
か
し
、
は
た
し

て
そ
う
か
。

こ
の
漢
語
辞
書
に
は
い
く

つ
か
の
特
徴
が
あ
る
。

一
つ
は
掲
出
語
の
配
列

で
あ
る
。
第

一
次
配
列
は
イ

ロ
ハ
順
、
第
二
次
配
列
は
振
り

仮
名

の
少
な
い
も
の
か
ら
多
い
も
の
へ
の
順
で
あ
る
。
同
様

の
配
列
法
を
と

っ
て
い
る
先
行
の
漢
語
辞
書
に

『
新
撰

字
類
」

(松
屋
貫

一

編
)

が
あ
る
が
、
こ
の
辞
書
の
掲
出
語
は
二
字
漢
語
に
限
ら
れ
て
い
る
。
と

こ
ろ
が
、
『増
補
漢
語
字
解
大
全
」
の
掲

出
語
は
、
単
字
か

ら
始

ま

っ
て
四
字
の
漢
語
や
、
そ
れ
以
上

の
漢
字
を
連
ね
た
句
も
あ
り
、
し
た
が

っ
て
、
振
り
仮
名
が
七
字
以
上
の
掲
出
語
も
あ
る
。
イ

部

で
は

⊃
.如
彩
盤
」、
⊃
.彬
却
"轍
]
な
ど
が
あ
る
。
近
世
の
早
引
節
用
集

の
配
列
法
を
取
り
入
れ
て
い
る
の
で
あ

る
。
漢
字
数
順
に

ズ

配
列

し
た
漢
語
辞
書
は
こ
の
辞
書
以
前
に
あ
る
け
れ
ど
も
、
振
り
仮
名
数
順
の
漢
語
辞
書
は
本
書
が
初
め
て
で
あ
る
。
こ
こ
に

『増
補
漢

語
字
解
大
全
』
の
価
値
が
あ
る
。
次
の
特
徴
は
、
欠
点
と
言
う
べ
き

で
あ
ろ
う
が
、
頭
字
で
の
類
集
が
十
分
で
は
な

い
こ
と
で
あ
る
。
例

と
し
て
、

ハ
部
の
、
振
り
仮
名
が
四
字
で
あ
る
掲
出
語
に
冒
頭
か
ら
番
号
を
付
け

て
挙
げ
る
と

(上
段
か
ら
下
段

へ
、
右
か
ら
左

へ
と
数

え
る
)
、
1

「
敗
靱
」
、
2

「敗
形
」、
3

「敗
聞
」、
4

「敗
蓋
」
、
5

「
藩
屏
」、
6

「藩
主
」、
7

「藩
号
」
、
8

「
陪
臣
」
の
よ
う
に
続

き
、

そ
し
て
、
「
白
」
で
始
ま
る
漢
語
は
、
67

「白
刃
」、
68

「白
稟
」
、
69

「
白
梅
」
、
70

「白
日
」
、

㈱

「白
面
」
、

㎜

「
白
頭
」
、

悩

「白
痴
」、
㎜

「白
日
」、
肥

「白
稟
」
、
珊

「
白
眼
」
、
㎜

「白
書
」
の
ご
と
く
掲
出
さ
れ
て
い
る
。
「白
刃
」
か
ら

「
白
日
」
は
六
七
番
目

か
ら
七
〇
番
目
に
掲
出
さ
れ
て
お
り
、
「白
面
」
は
約

一
〇
〇
語
離
れ
た

一
六
九
番
目
に
、
「白
頭
」
は
そ
れ
か
ら

=
二
語
後
の

一
八
二
語

目
、
「白
痴
」
は

一
語
お
い
て

一
八
四
語
目
に
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に

「白
」
を
頭
字
と
す
る
漢
語
は
ほ
ぼ
五
か
所

に
分
け
て
記

一23一
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さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
し
か
も

「白
稟
」
と

「白
口
」
は
二
度
出

て
く
る
。

一
八
四
番
目
の

「白
痴
」
は
振
り
仮
名
数
が
三
字
で
あ
る

か
ら
誤
記
で
あ
る
。
も

っ
と
も
、
三
字
語
の
と
こ
ろ
に
も

「白
痴
」
が
記
載
さ
れ
て
い
る
か
ら
、
そ
の
点
で
言
え
ば
、
こ
れ
も
重
複
し
て

い
る
こ
と
に
な
る
。
次
に

「方
」
を
頭
字
と
す
る
四
字
の
振
り
仮
名
語
を
見
る
と
、
23

「
方
今
」、
24

「方
向
」、
伍

「
方
物
」
、
m

「
方

寸
」
、
捌

「
方
面
」
、
瑠

「方
金
」
、
幽

「
方
物
」
、
恥

「方
音
」、
幽

「方
今
」
、
鰯

「
方
正
」、
鵬

「方
言
」
で
、
ほ
ぼ
六
か
所

に
分
け
て

記
載
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
「方
今
」
が
重
複
し
て
い
る
。

コ
部
の
四
字

の
振
り
仮
名
語
は
、
1

「公
裁
」、
2

「公
論
」
、
3

「
公
事
」
、
4

「功
績
」、
5

「侯
伯
」、
6

「
公
然
」
、
7

「後
商
」
、

8

「
興
廃
」
、
9

「
混
清
」
と
続
き
、
「国
」
を
頭
に
も

つ
漢
語
を
見
る
と
、
10

「国
体
」
、
12

「国
難
」
、
13

「国
典
」、
24

「国
益
」、
26

「国
恩
」、
27

「国
禁
」、
31

「国
乱
」
、
35

「
国
民
」
、
70

「国
財
」、
88

「国
債
」
、
期

「
国
体
」
、
鵬

「国
法
」、
m

「
国
益
」、
囎

「国
恩
」、

一24

鵬

「国
賊
」
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
て
、
ま
と
ま
り
が
悪
い
。
し
か
も
、
「国
体
」
、
「
国
益
」
、
「国
恩
」
は
二
度
の
掲
載

で
あ
る
。

コ
部

の
四
字
振
り
仮
名
語
の
全
体
で
は
、
他
に

「
口
端
」
と

「
困
弊
」
も
二
回
、
掲
出
さ
れ
て
い
る
。
再
出
さ
れ
る
語
の
あ
る
こ
と
は
他
の
部

で
も
同
様
で
あ
り
、
再
出
語
が
多
い
こ
と
が
本
辞
書
の
三

つ
目
の
特
徴
で
あ
る
。
『増
補
漢
語
字
解
大
全
』
は
掲
出
語

が
十
分

に
整
理
さ

れ
て
い
な
い
辞
書
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

な
ぜ
欠
陥
の
あ
る
辞
書
が
で
き
た
か
。
そ
れ
は
、
こ
の
辞
書
の
成
立
過
程
を
追
跡
し
、
漢
語
辞
書

の
系
譜
の
な
か

に
位
置
づ
け
る
こ
と

で
解
明
で
き
る
。
『増
補
漢
語
字
解
大
全
』
の
掲
出
語
は
大
き
く
二

つ
の
層
に
分
か
れ
る
。
今
、
振
り
仮
名
数
が
六
字
以
上

で
あ
る
語
を

取
り
上
げ
て
説
明
す
る
。

ハ
部

で
は
次
の
ご
と
く
で
あ
る
。

白
黄
麻

(○
△
)

方
寸
之
中

(△
)

莫
逆
之
交

(O
△
)

万
世
不
抜

(△
)

傍
観
坐
視

(
△
)

万
世
不
・



漢語辞書の構造

換

(△
)

抜
荷
密
商

(○
)

半
上
落
下

(○
)

蜂
鵡
相
侍

(○
)

褒
賞
之
典

(○
)

販
売
定
則

(O
)

紡
績
縫
針

(○
)

妨
害
之
律
例

(○
)

藩
陪
従
吏
卒

(○
)

抱
関
撃
択

(△
)

抱
鼓
不
・鼓

(○
)

牌

干
杭
標
札

(○
)

謀
臣
如
レ雨

(△
)

万
世
人
臣
模
範

(○
)

注
13

掲
出
語
の
下
の
括
弧
中
の
符
号
は
、
○
が
明
治
五
年
冬
に
刊
行
さ
れ
た

『増
補
布
令
字
弁
」
に
掲
載
さ
れ
て
い
る

こ
と
を
示
し
、

△
が

『新
撰
字
解
』
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
示
す
。

こ
れ
に
よ
る
と
、
『
増
補
漢
語
字
解
大
全
』

に
記
載
さ
れ
て
い
る
、

ハ
部
の
、
振
り
仮

名
が
六
字
以
上

の
掲
出
語
の
す
べ
て
が

『増
補
布
令
字
弁
』
と

『
新
撰
字
解
』
、
ま
た
は
、
こ
れ
ら
の
辞
書
の
ど
ち
ら
か
に
認
め
ら
れ
る
。

な
お
、
「販
売
定
則
」
と

「
抱
鼓
不
鼓
」
は

『増
補
布
令
字
弁
』
の
遺
漏
編
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
語
で
あ
る
。

コ
部
で
は
次
の
よ
う
で
あ
る
。

　25

股
肱
之
臣

(○
)

鴻
腫
館

(○
△
)

鴻
鵠
之
志

(○
)

国
運
循
環

(○
)

五
畿
七
道

(
△
)

公
平
正
大

(△
)

国
事
多
端

(△
)

国
家
之
命
豚

(△
)

骨
鰻
之
臣

(○
△
)

魂
爽
飛
越

(0
△
)

骨
肉
相
食

(○

△
)

鵠
鶏
菜
色

(○
△
)

国
民
失
利

(△
)

誤
製
失
産

(△
)

五
障
三
従

(△
)

梱
外
之
制

(
○
)

功
費
之
多
寡

(△
)

「
鵠
鶏
菜
色
」

の

「鶏
」
は

『増
補
布
令
字
弁
』
『新
撰
字
解
」
と
も
に

「形
」
で
あ
る
が
、
こ
れ
を
同

一
語
と
見
な
す
な
ら
ば
、
右
の

す

べ
て
の
語
が
少
な
く
と
も
両
辞
書

の
い
ず
れ
か
に
記
載
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
、
『増
補
漢
語
字
解
大
全
』

の
こ
れ
ら
の
掲
出
語

が

『増
補
布
令
字
弁
』
と

『新
撰
字
解
』
と
か
ら
採
集
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
し
か
し
、
(O
△
)
の
場

合
は
、
ど
ち
ら
の

辞
書
か
ら
採
ら
れ
て
い
る
か
が
分
か
ら
な
い
が
、
『
増
補
布
令
字
弁
』

で
あ
る
こ
と
が
、
『
増
補
布
令
字
弁
」

で
は
多
字
漢
語

(句
も
あ
る
)
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が
イ

ロ
ハ
各
部
の
最
終
部
に
集
め
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
配
列
順
に

『
増
補
漢
語
字
解
大
全
」
の
多
字
漢
語
が
記
さ
れ

て
い
る
こ
と
で
判
明

す
る
。
ま
た
、
振
り
仮
名
の
少
な
い
掲
出
語
の

一
致
率
か
ら
も
、
次

の
よ
う
に

『増
補
布
令
字
弁
』
と
の
関
係
の
強
さ
が
推
定

で
き
る
。

ハ
部

の
、
振
り
仮
名
が
四
字
で
あ
る
掲
出
語
は
二
九
〇
語
で
あ
り
、
冒
頭
部
は
、

注

14

敗

靱

敗

形

敗

聞

敗

蓋

(
以

上

が

又

一
ニ

オ
)

4
藩

屏

6
藩

主

8
藩

号

9
陪

臣

10
廃

去

11
廃

失

13
廃

業

14

廃

典

15
舶

来

16

暴

挙

17

暴
発

19
暴

行

20
暴

激

23
莫

太

24
炮

台

25
発

炮

26
繁

盛

27
邦

憲

29

方

今

30
方

向

31
煩

慮

33
搬

運

39
亡

魂

41
亡

命

(
以
上

が

又

一
ニ

ウ
)

で
あ

る
。

掲

出

語

の
頭

に
付

け

た

番

号

は
、

『
増

補

布

令

字

弁

』

に

二
段

・

一
二

行

に
掲

出

さ

れ

て

い
る
漢

語

を
上

か

ら

下

へ
、

右

か

ら

左

へ
と
数

え

た
番

号

で
あ

る
。

こ
れ

に
よ

る

と

、

最

初

の
四

語

は

『
増

補

布

令

字

弁

』

に
見

え
な

い
語

で
あ

る
。

『
新

撰

字

解

』

に
も

な

い
。

五
番

目

か

ら

は

『
増

補

布

令

字

弁

』

の
掲

載

順

に
ほ

ぼ

並

ん

で
い

る
。

1

か

ら

3
、

5
、

7
、

12
、

18
、

21

、

22

、

28
、

32
、

34
、

35
、

36
、

37
、

38
、

40

が
欠

け

て

い

る

の

は
、

1

「
掻

乱

」

と

7

「
藩

籍

」

は

不
採

用
、

2

「
敗

殿

」
、

12

「
廃

止

」
、

18

「
暴

威

」
、

22

ハ

ウ

ゴ

「
幕

府

」
、

28

「
幕

吏

」
、

32

「
万

機
」
、

34

「
褒

詞

」
、

35

「
邦

家

」
、

37

「
保
護

」
、

40

「
亡

子

」

は

振

り
仮

名

が

三

字

で

あ

り

、

ま

た

3

パ
ツ
ン
ヨ
ウ

ハ
ン
ジ
ヤ
ウ

ハ
ン
ギ
ヤ
ク

バ
ウ
ク
ワ
ン

「践
渉
」、
21

「
反
状
」
、
36

「反
逆
」
、
38

「傍
観
」
は
振
り
仮
名
が
五
字

で
あ
る
の
で
、
そ
れ
ぞ
れ
三
字
語
の
所
、
五
字
語
の
所
に
掲
載

バ
イ
ン
ウ

さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
残
る
の
は
5
の

「陪
従
」
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
四
字
語
の
所
の
後
方
、
二
四
九
番
目
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

語
釈
は

「
ツ
キ
シ
タ
ガ
フ
」

で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
『増
補
布
令
字
弁
』

の
語
釈
は

「
ト
モ
マ
ハ
リ
」
で
あ
る
か
ら

『増
補
布
令
字
弁
』

の
語
釈
で
は
な
い
。
「
ツ
キ
シ
タ
ガ

フ
」
は

『新
撰
字
解
』

の
語
釈

で
あ
る
。
と
い
う
こ
と
は
、
『増
補
布
令
字
弁
』

の

「陪
従
」
は
不
採
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用
で
あ

っ
て
、
『新
撰
字
解
』
の

「陪
従
」
が
採
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
後

の
方
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
の
は
そ
の
た
め
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
理
解
す
る
と
、
『増
補
漢
語
字
解
大
全
』

の
ハ
部

の
、
振
り
仮
名
が
四
字

で
あ
る
語
は
、

①
又

一
二
丁
ウ
の

一
行
目
か
ら

　
七
丁
オ
の
五
行
目
下
段
の
語
ま
で
が
ほ
ぼ

『増
補
布
令
字
弁
』
か
ら
採
集
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

②

一
七
丁
オ
の
六
行
目
上
段

の

「宝
輩
」
か
ら

一
二
行
下
段
の

「盤
頭
」
ま
で
は

『増
補
布
令
字
弁
』

の
遺
漏
編
か
ら
の
採
集
で
あ
る
。

③

一
七
丁
ウ

一
行
目
か
ら

一
八
丁
オ
の

一
一
行
目
ま
で
の
語
ま
で
は
ほ
ぼ

『新
撰
字
解
』
か
ら
採
集
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

の
よ
う
に
三
部
に
分
か
れ
る
。
ほ
ぼ
と
条
件
が
付
く
の
は
、
①
に
つ
い
て
は

「包
挙

・
白
日

.
犯
人

.
方
金

.
方
音

.
白
頭

.
反
父
」
が

『増
補
布
令
字
弁
』
に
見
ら
れ
ず

(『新
撰
字
解
』
に
も
な
い
)、
『増
補
漢
語
字
解
大
全
』
で
の
増
補
語
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
ま

た
振
り
仮
名
が

ハ
以
外
で
始
ま
る

「角
紙

・
歌
会

・
客
兵

・
姦
雄

・
腿
風
」
が
誤

っ
て
掲
載
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
な
お
、
最
後
か

ら
二
語
目

・
三
語
目

・
五
語
目

の

「亡
卒

・
自
白

(
二
度
目
の
掲
出
)

・
犯
人
」
も
増
補
語
で
あ
る
。
②
に

つ
い
て
は
、

一
七
丁
オ
の

一

〇
行
目
の

「反
対
」
は
二
度
目
の
掲
出

で
あ
る
が
、
『新
撰
字
解
』

の
語
釈
が
採
ら
れ
た
可
能
性
が
な
い
わ
け
で
は
な

い
。

と
い
う
の
は
、

『増
補
漢
語
字
解
大
全
』
の
最
初
に
掲
出
さ
れ
て
い
る
語
の
語
釈

・
『
増
補
漢
語
字
解
大
全
』
の
二
度
目
に
掲
出
さ
れ
て
い
る
語
の
語
釈

.

『増
補
布
令
字
弁
』
の
語
釈

・

『増
補
布
令
字
弁
』
遺
漏
編
の
語
釈

・

『新
撰
字
解
』

の
語
釈
を
並

べ
る
と
次
の
よ
う

に
な
る
か
ら
で
あ

る
。

反
対

ソ
ノ
ウ
ラ

・
ウ
ラ
ニ
ナ
ル
・
ソ
ノ
ウ
ラ

・
ウ
ラ
ニ
ナ
ル

・
ウ
ラ
ニ
ナ
ル

ニ
度
目
の

「反
対
」
は

『新
撰
字
解
』
か
ら
採
集
さ
れ
た
可
能
性
も
あ
る
が
、
「
反
対
」

の
前
後

の
掲
出
語
の
十

数
語
が
す

べ
て

『増

補
布
令
字
弁
』
の
遺
漏
編
か
ら
採
ら
れ
て
い
る
の
で
直
接

に
は
遺
漏
編
か
ら
の
採
集
で
あ
る
と
考
え
お
く
。
た
だ
し
、

一
六
丁
ウ
に
記
載
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の

「敗
走
」
の
語
釈
を

『
増
補
漢
語
字
解
大
全
」
『
増
補
布
令
字
弁
』
『新
撰
字
解
」
の
順

に
並

べ
る
と
次

の
よ
う

に
な
る
か
ら
、

こ
の

「敗
走
」
は

『新
撰
字
解
』
か
ら
採
ら
れ
て
い
る
可
能
性
を
考
え
る
必
要
が
あ
る
。

敗
走

マ
ケ
テ
ニ
ゲ
ル

・
イ
ク
サ

ニ
マ
ケ
ル
・
ヤ
ブ
レ
ニ
ゲ
ル

前
に

『増
補
漢
語
字
解
大
全
」
の
欠
点
の

一
つ
と
し
て
再
出
語
が
あ
る
こ
と
を
挙
げ
た
が
、
そ
れ
は

『増
補
布
令
字
弁
」
と
、
『増
補

布
令
字
弁
』
の
遺
漏
編
、
そ
し
て

『新
撰
字
解
』
が
編
集

の
資
料
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
『増
補
布
令
字
弁
」

と

『新

撰
字
解
」
に
は
同
じ
掲
出
語
が
多
数
あ
り
、
し
か
も
、
『増
補
布
令
字
弁
』
の
遺
漏
編
に
は
本
編

の
掲
出
語
と
重
複
す
る
語
が
多
く
記
載

さ
れ
て
い
る
こ
と
に
起
因
す
る
。
③
に

つ
い
て
は
、
「半
減

・
廃
疾
」
は

『新
撰
字
解
』
に
掲
出
さ
れ
て
お
ら
ず
、
『増
補
布
令
字
弁
」
に

見
え
る
か
ら
、
こ
の
二
語
は

『増
補
布
令
字
弁
」
か
ら
の
採
集
と
考
え
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
「阪
兵
」
は

『新
撰
字
解
」

に
出

て
い
る
の

は

「坂
兵
」

で
あ
る
か
ら

「坂
兵
」
の
誤
記
と
し
て
よ
い
。
最
後
の

「白
書
」
は

『
新
撰
字
解
」
『増
補
布
令
字
弁
」

に
も
掲
出
さ
れ
て

い
な
い
漢
語
で
あ
る
。
以
上
の
よ
う
な
こ
と
を
除
け
ば
、
①
の
箇
所
の
掲
出
語
は

『増
補
布
令
字
弁
」
か
ら
採
集
さ
れ
、
②
の
箇
所
の

一

四
語
は

『増
補
布
令
字
弁
」
の
遺
漏
編
か
ら
拾
わ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
③
の
箇
所
の
語
は
、
掲
出
語
数
は
①
に
比
べ
る
と
そ
の
約
二

一
パ
ー

セ
ン
ト
に
過
ぎ
ず
四
六
語
で
あ
る
が
、
こ
れ
ら
は

『
新
撰
字
解
』
か
ら
掲
出
語
が
集
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
掲
出
語

の
構
造
は
ハ
部
の
振

り
仮
名
が
三
字
や
五
字
の
語
に
つ
い
て
も
同
じ
で
あ
る
。

次
に
、

コ
部
の
、
四
字
振
り
仮
名
語
の

=
二
四
語
に
つ
い
て
見
る
と
、
最
初
か
ら

一
〇

一
語

(「
公
裁
」
か
ら

「
貢
米
」

ま
で
)

は

『増
補
布
令
字
弁
』

の
正
編
か
ら
採
集
さ
れ
、
続
く

「候
白

・
乞
裁

・
公
道

・
公
法
」
は

『増
補
布
令
字
弁
』
の
遺
漏
編
か
ら
の
採
集

で

あ

る
。
そ
の
後
の
二
七
語
は

『新
撰
字
解
』
か
ら
採
ら
れ
、
「
国
体
」

の
次
に
掲
載
さ
れ
て
い
る

「
国
法
」
と
、
「
国
恩
」
の
次
の

「国
賊
」
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の
二
語
は
増
補
語
で
あ
る
。

コ
部
の
四
字
振
り
仮
名
語
に
は
重
複
語
が
多
い
。
二
度
、
掲
出
さ
れ
た

「国
体

・
国
益

・
困
窮

・
根
底

・
困
弊

・
国
恩
」
に

つ
い
て
、

『
増
補
漢
語
字
解
大
全
』
の
最
初
の
掲
出
語
の
語
釈

・
『増
補
漢
語
字
解
大
全
』
の
二
度
目
の
掲
出
語
の
語
釈

・

『増

補
布
令
字
弁
』

の

語
釈

・
『
新
撰
字
解
」

の
語
釈
を
比
べ
る
と
、
『
増
補
漢
語
字
解
大
全
』
の
二
度
目
に
掲
出
さ
れ
て
い
る
語
の
語
釈
が

『
新
撰
字
解
』

の

語
釈

に
近
い
こ
と
が
分
か
る
。

国
体

ク
ニ
ノ

(
ス
)
ガ
タ

・
ク

ニ
ノ
ヤ
ウ
ス
ガ
ラ

・
ク
ニ
ノ
ス
ガ
タ
ト
云

「
・
ク
ニ
ノ
ヤ
ウ
ス
ガ
ラ

国
益

ク
ニ
ノ
ト
ク
ッ
ク

「
・
ク
ニ
ノ
タ
メ

・
ク
ニ
・
ト
ク
ノ
ッ
ク
ー
・
ク
ニ
ノ
タ
メ

困
窮

コ
マ
リ

コ
マ
ル
・
コ
マ
ル

・
コ
マ
リ
キ
ハ
マ
ル
「
・
コ
マ
ル

根
底

オ
ホ
モ
ト

・
モ
ト
ダ
テ

・
オ
ホ
モ
ト

・
モ
ト
ダ
テ

困
弊

ナ
ン
ジ
ウ
ス
ル
・
ヨ
ハ
リ
キ
ル

・
ヨ
ハ
リ
キ
ル

・
ヨ
ワ
リ
キ
ル

国
恩

ク

ニ
ノ
ォ
ン
・
ク
ニ
ノ
ヲ
ン
・
ク
ニ
ノ
ォ
ン
ノ
ー
・
ク
ニ
ノ
ヲ
ン
ノ

な

お
、
今
ま
で
取
り
上
げ
た

『新
撰
字
解
」
を
、
ほ
と
ん
ど
同
内
容
の

『増
補
新
令
字
解
』
に
置
き
換
え
る
こ
と
が
で
き
る
か
と
言
え

ば
、

そ
れ
は
で
き
な
い
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
『新
撰
字
解
』

に
お
い
て
増
補
さ
れ
た
漢
語
が

『増
補
漢
語
字
解
大
全
』

に
見
え
る
か
ら
で
あ

る
。

た
と
え
ば
、
『増
補
漢
語
字
解
大
全
』
の
ハ
部
三
字
語
の
最
後

の
方
に
記
載
さ
れ
て
い
る

「拝
眉

・
廃
寺
」
は

『
新
撰
字
解
」

が
編

集
さ
れ
た
と
き
に
増
補
さ
れ
た
語
で
あ

っ
て
、
『増
補
新
令
字
解
』
に
は
な
い
語

で
あ
る
。
ま
た

コ
部
の
三
字
振
り
仮
名
語
の
最
後

の
方

に
記

さ
れ
て
い
る

「古
来
」
、
四
字
振
り
仮
名
語
の

「
興
隆

・
国
益

(語
釈
は

「
ク
ニ
ノ
タ
メ
」
)

・
宏
才

・
実
哀
」

は
と
も
に

『新
撰
字
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解
』
に
お
い
て
増
補
さ
れ
た
語
で
あ

っ
て

『
増
補
新
令
字
解
』
に
は
見
え
な
い
語
で
あ
る
。
し
た
が
て

『増
補
漢
語
字
解
大
全
』
に
掲
出

さ
れ
て
い
る
の
は

『新
撰
字
解
』
か
ら
拾
わ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
、
『新
撰
字
解
』
よ
り
も
多
く

『増
補
漢
語
字
解

大
全
』
に
掲
出
語
を
提
供
し
て
い
る
の
は

『増
補
布
令
字
弁
』

で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に

『増
補
漢
語
字
解
大
全
」
の
成
立
過
程
が
判
明
す

る
と
、
こ
の
辞
書
の
も
う

一
つ
の
欠
点

の
生
じ
た
原
因
が
分
か

っ
て
く
る
。

『増
補
布
令
字
弁
」
は

『
布
令
字
弁
』

の
第

一
編
か
ら
第
七
編
を
改
編
し
た
も
の
に
二
二
丁
の

「補
遺
編
」
を
加
え
た
も
の
で
あ
る
。

本
編
に
つ
い
て
や
や
詳
し
く
言
え
ば
、
イ

ロ
ハ
各
部
に
お
い
て
第

】
編
の
掲
出
語
を
元
の
ま
ま
掲
出
し
、
次
に
第
二
編
の
掲
出
語
を
配
列
、

そ
の
次
に
第
三
編
と
い
う
ふ
う
に
順
次
に
第
七
編
ま
で
を
配
列
す
る
。
こ
れ
に
増
補
語
を
各
編
の
間
な
ど
に
挿
入
し
、
多
字
漢
語
を
イ

ロ

ハ
各
部
の
最
後
に
集
あ
て
、
さ
ら
に
掲
出
語
の
漢
字
音
や
、
語
釈
に
改
変
を
加
え
た
も
の
が

『
増
補
布
令
字
弁
」

で
あ
る
と
い
う
こ
と
に

な

る
。
こ
の

『
増
補
布
令
字
弁
』
と

『増
補
漢
語
字
解
」
と
の
関
係
は
次
の
ご
と
く
で
あ
る
。

ハ
部
を
例
に
と
り
、
後
者

の
掲
出
語
に
冒

頭
か
ら
番
号
を
振

っ
て

「白
」

で
始
ま
る
漢
語
を
挙
げ
る
と
、
前
述
の
ご
と
く
67

「白
刃
」、
68

「白
稟
」
、
69

「白
梅
」
、
70

「白
口
」、

鵬

「
白
面
」
、
脱

「白
頭
」、
悩

「白
痴
」
、
㎜

「
白
日
」、
盟

「白
稟
」、
鵬

「白
眼
」
、
㎜

「白
書
」
の
よ
う
に
五
か
所
に
分
記
さ
れ
て
お

り
、

一
方
、
こ
れ
ら
の
漢
語
は

『増
補
布
令
字
弁
』
に
お
い
て
、
「白
刃

・
白
稟

・
白
梅
」
は

『布
令
字
弁
』
の
第

二
編

に
該
当
す
る
所

に
掲
載
さ
れ
、
「白
痴
」
は

『
布
令
字
弁
』

の
第
三
編

に
当
た
る
所
に
記
載
、
「白
面
」
は

『
布
令
字
弁
』
の
第
五
編
相
当

の
所
に
記
載
さ

れ

て
い
る
。
ま
た

「白
眼
」
は

『新
撰
字
解
』
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
語
で
あ
る
。
残
り
の
漢
語
は
他
の
資
料
か
ら
採

用
さ
れ
た
も
の
で
あ

る
。
次
に
、
「方
」
を
頭
字
と
す
る
四
字
の
振
り
仮
名
語
で
は
、
23

「方
今
」
、
24

「
方
向
」、
鵬

「方
物
」、
m

「方
寸
」
、
皿

「方
面
」
、

幽

「方
金
」
、
幽

「方
物
」、
蝿

「方
音
」、
幽

「方
今
」
、
騰

「方
正
」、
㎜

「方
言
」
で
あ

っ
て
、
六
か
所
に
記
載

さ
れ

て
い
る
が
、

こ
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れ
ら

の
語

の
多
く
も

『増
補
布
令
字
弁
」
に
次
の
よ
う
に
記
載
さ
れ
て
い
る
。
「方
今

・
方
向
」
は
第

一
編
、
「方
物

・
方
面

・
方
寸
」
は

第
三
編
、
「方
正
」
は
第
五
編
、
「
方
言
」
は
第
七
編
に
該
当
す
る
そ
れ
ぞ
れ
の
箇
所
に
記
載
さ
れ
て
い
る
。
「
方
向

・
方
面
」
は

『
新
撰

字
解
』
に
も
記
載
さ
れ
て
い
る
が
、
語
釈
を

『増
補
漢
語
字
解
大
全
」
『増
補
布
令
字
弁
』
『新
撰
字
解
」
の
順
に
並

べ
る
と
、

方
向

メ
ド

・
云
「
・
ハ
ウ
ガ
ク

メ
ド
ト
云

「
・
コ
・
ロ
ノ
ム
キ

方
面

一
方

ヲ
サ
ス
・
一
方
ノ
大
シ
ヤ
ウ

・
イ

ッ
パ
ウ
ノ
タ
イ
シ
ヤ
ウ

の
よ
う
に
な
る
。
『増
補
漢
語
字
解
大
全
」
の
語
釈
は
、
「方
向
」
に
つ
い
て
は

『増
補
布
令
字
弁
』
の
も
の

(『布
令
字
弁
』
第

一
編
に

該
当
す
る
箇
所
に
記
載
さ
れ
て
い
る
掲
出
語
の
語
釈
)
の

一
部
を
採
り
、
『新
撰
字
解
」
が

『新
令
字
解
』
か
ら
継
承
し
た
語
釈

(「
コ
・

ロ
ノ
ム
キ
」
)
に
は
従

っ
て
い
な
い
。

一
方
、
「方
面
」
に
つ
い
て
は
、
『増
補
布
令
字
弁
」
(『布
令
字
弁
」
第
三
編

に
当
た
る
箇
所

に
掲

載
さ
れ
て
い
る
語
の
語
釈
)
と

『新
撰
字
解
」
の
も
の
が

『漢
語
字
類
」
か
ら
継
承
し
た
中
国
の
古
典
漢
語
の
意
味

で
あ

っ
て
、
日
本
に

注
蛎

お

い

て
も

『
日
本

外

史

」

な

ど

に
見

ら

れ

る
意

味

で
あ

る
が

、

こ

の
意

味

を

採

ら

ず

、

当

代

語

の
意

味

に
改

変

さ

れ

て
い

る
。

ま

た
、

コ
部

の
四
字

振

り
仮

名

語

で

「
国

」

を

頭

に
持

つ
漢

語

を

見

る
と

、

既

述

の
ご

と

く

10

「
国
体

」
、

12

「
国

難
」
、

13

「
国

典

」
、

24

「
国
益

」
、

26

「
国

恩

」
、

27

「
国

禁

」
、

31

「
国

乱
」
、

35

「
国

民

」
、

70

「
国

財

」
、

88

「
国

債

」
、

㎜

「
国

体

」
、

鵬

「
国

法

」
、

m

「
国

益

」
、

㎎

「
国

恩
」
、

期

「
国

賊

」

で
あ

り
、

ま

と

ま

り

が
悪

い
。

と

こ

ろ
が

、

こ

れ
ら

は
、

『
増
補

布

令

字

弁

』

に
次

の

よ

う

に
記

載

さ

れ

て

い
る
語

で
あ

る
。

「
国

体

」

(
第

一
編

の

一
九

語

目

)
、

「
国

益

」

(
第

一
編

の

二

四
語

目

)
、

「
国
難

・
国

恩
」

(第

一
編

の
二
七

語
目

・

二

八

語

目
)
、

「
国

典

・
国

禁

」

(
『
増

補

布

令

字

弁

』

に
お

い

て
増

補

さ

れ

た

語

。

「
国

恩

」

の
次

に
配

列

さ

れ

て

い
る
。
)
、

「
国

乱

」

(
第

二
編

の

一
五

語

目
)
、

「
国

民

」

(
『
増

補

布

令

字

弁

』

に
お

い

て

「
国

乱

」

の

一
〇

語

目

に
増

補

さ

れ

た

語
)
、

「
国

財

」

(
第

六

編

の

一
二
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語
目
)、
「国
債
」
(『増
補
布
令
字
弁
』
に
お
い
て
増
補
さ
れ
、
「国
財
」

の
次

に
配
列
さ
れ
て
い
る
語
)
で
あ
る
。
な
お
、
「国
体

・
国
法

.

国
益

・
国
恩
」
は

『
新
撰
字
解
」

に
も
記
載
さ
れ
て
い
る
。
「
国
賊
」
は

『増
補
布
令
字
弁
』
『新
撰
字
解
』
以
外
か
ら
の
採
集
で
あ
る
。

『増
補
漢
語
字
解
大
全
』

の
、
頭
字
を
同
じ
く
す
る
掲
出
語
の
分
散
は
、
編
集
す
る
と
き
に
用
い
ら
れ
た

『増
補
布
令
字
弁
』
の
配
列

を
反
映
し
た
も
の
で
あ
る
。
ま
た

『増
補
布
令
字
弁
』
と

『新
撰
字
解
』
の
両
方
か
ら
掲
出
語
を
承
け
て
い
る
結
果

で
も
あ

っ
た
の
で
あ

る
。
実
は
、
『増
補
漢
語
字
解
』
は
掲
出
語
の
漢
字
音
や
語
釈
も
こ
れ
ら
の
編
集
資
料
か
ら
継
承
し
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
『増
補
布
令
字

弁
』
や

『新
撰
字
解
』
を
継
承
す
る
こ
と
は
、
さ
ら
に
先
行
の
種
々
の
漢
語
辞
書
を
受
け
継

い
で
い
る
と
い
う
こ
と

で
も
あ
る
。

『布
令
字
弁
』
の
第
二
編

・
第
三
編

・
第
四
編
は
先
行
の

『
漢
語
字
類
』

の
掲
出
語
を
承
け
、
語
釈
を
継
承

・
改
変
し
て
成
立
し
て
い

る
。
ま
た
、
第
六
編
は

『新
撰
字
類
』
を
継
承
し
て
い
る
。
先
行
の
辞
書
と
の
関
係
が
指
摘
で
き
な
い
の
は
第

一
編

の
み
で
あ
り
、
第
七

編

は
特
定
化
は
で
き
な
い
が
節
用
集
の
よ
う
な
表
記
字
典
が
係
わ

っ
て
い
る
。
『増
補
布
令
字
弁
』
は
こ
れ
ら
の
各
編

の
掲
出
語
を
継
承

し
、
増
補
し
な
が
ら
、
そ
し
て
掲
出
語
の
漢
字
音
や
語
釈
を
継
承

・
改
変
し
て
編
集
さ
れ

て
い
る
。

一
方
、
『新
撰
字
解
』
は
既
述
の
よ

う
に
直
接
に
は

『増
補
新
令
字
解
』
を
承
け
、
間
接

に
は

『新
令
字
解
』
と

『漢
語
字
類
』
の
掲
出
語
を
取
捨
し
、
増
補
し
な
が
ら
、
掲

出
語
の
漢
字
音
や
、
語
釈
を
継
承

・
改
変
し
て
編
集
さ
れ
て
い
る
。
『増
補
漢
語
字
解
大
全
』
は
直
接

に
は
こ
の

『
増
補
布
令
字
弁
』

と

『新
撰
字
解
』
を
資
料
に
し
て
編
集
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
掲
出
語
の
配
列
や
漢
字
音
、
ま
た
語
釈
は
こ
れ
ら

の
漢
語
辞
書

の
影

響

を
さ
ま
ざ
ま
に
承
け
て
い
る
こ
と
に
な
る
が
、
結
局
は
、
掲
出
語
と
、
そ
の
漢
字
音
や
語
釈
の
多
く
が

『
新
令
字
解
』
と

『漢
駈
阻
子
類
』

注
16

に

回

帰

す

る

。
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(五
)

『増
補
四
季
文
章
』
の
頭
書

「増
補
漢
語
字
解
」
は
掲
出
語
が
二
字
漢
語
ば
か
り
の
イ
ロ
ハ
配
列
の
漢
語
辞
書
で
あ

る
。
『
四
季
漢
語

字
解
』
、
『女
四
季
漢
語
字
解
』、
『増
補
漢
語
字
解
大
全
』

の
構
造
を
見

て
き
た
今
で
は
、
『
増
補
四
季
漢
語
字
解
』
が

『
四
季
漢
語
字
解
』

を
増
補
し
た
も
の
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
と
見
当
を
付
け
る
こ
と
は
容
易
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
の

『増
補
四
季
漢
語
字
解
』

の
基
礎
資
料

が

『増
補
布
令
字
弁
』
で
あ
る
こ
と
に
気
づ
く
こ
と
も
さ
ほ
ど
難
し
い
こ
と
で
は
な
い
。
『増
補
四
季
漢
語
字
解
」

の

ハ
部

の
冒
頭
部
と

最
終
部
は
次
の
よ
う
に
な

っ
て
い
る
。

万
姓

1
掻
乱

3
践
渉

4
藩
屏

5
陪
従

6
藩
主

7
藩
籍

8
藩
号

9
陪
臣

10
廃
去

11
廃
失

12
廃
止

廃
藩

廃
国

廃
劔

15
舶
来

16
暴
挙

17
暴
発

18
暴
威

19
暴
行

20
暴

激

21
反
状

22
幕
府

幕
臣

23
莫
大

炮
兵

25
発
炮

26
繁
盛

(中
略
)

欄
蕃
舶

㎜
盤
道

ハ
イ
タ
イ

　
マ
マ
　

獅
反
対

劉
報
酬

枷
邦
令

説
放
逐

謝
拝

載

鰯
敗
走

掲
出
語
の
頭
に
記
し
た
数
字
は

『増
補
布
令
字
弁
』
に
お
け
る
ハ
部
の
掲
出
番
号
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
る
と
、
『増
補
四
季
漢
語
字
解
」

の
ハ
部
は
、
冒
頭
の
語
を
独
自
に
増
補
し
、
そ
の
後
は

『増
補
布
令
字
弁
』
の
掲
出
語
を
ほ
ぼ
こ
の
順
序

で
採
用
し
て
い
る
。
光
だ
し
、

『
増
補
布
令
字
弁
』
の
二
番
目
に
掲
出
さ
れ
て
い
る

「
廃
殿
」
や
、

=
二
番
目
の

「廃
業
」
、

一
四
番
目
の

「廃
典
」
を
不
採
用
に
し
、
そ

の
代
わ
り
に

「
廃
藩

・
廃
国

・
廃
劔

・
幕
臣

・
炮
兵
」
を
増
補
し
て
い
る
。
番
号
が
後
に
な
る
ほ
ど
不
採
用
の
語
が
多
く
な
る
。

『増
補

四
季
漢
語
字
解
』
の
ハ
部
は
、
『増
補
布
令
字
弁
』
の
掲
出
語
三
八
五
語
の
う
ち

一
七
五
語
を
採
用
し
、

=

語
を
増
補
し
て

一
八
六
語
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に

し

た
も

の
な

の

で
あ

る
。
た

だ

し

『
増

補

布

令

字

弁

」
か

ら
採

っ
た
語

に

つ
い

て

は
、

る

こ

と
が

あ

る
。

コ
部

に

つ
い

て
、

ハ
部

と

同

様

の
方

法

で
見

る
と

次

の

よ
う

で
あ

る
。

2
公
裁

52
国
旗

醜
公
費

15
混
清

59
枯
侍

56
忽
焉

戸
長

公
務

54
国
民

捌
公
行

16
巨
細

45
後
殿

(再
出
)

餅
講
演

3
公
論

53
国
辱

㎜
公
布

17
固
随

39
固
守

m
克
捷

鵬
描
究

掲
出
語
の
漢
字
音
を
変
え
、

ま
た
語
釈
を
改
変
す

4
公
議

5
公
平

6
公
然

8
国
威

19
国
体

24
国
益

51
国
史

27
国
難

国
政

30
国
禁

28
国
恩

44
国
乱

榊
国
債

恥
国
情

1
弘
通

10
後
商

9
功
績

11
興
起

12
鼓
舞

14
興
廃

7
興
儀

18
光
栄

(中
略
)

74
護
送

87
墾
田

50
突
泣

(再
出
)

60
拘
束

(再
出
)

35
根
底

(再
出
)

36
攻
取

(再
出
)

38
孤
城

(再
出
)

23
黄
昏

66
糊
塗

(再
集
)

72
護
軍

鵬
肴
将

(再
出
)

田
顧
省

国
風

囎
戸
数

珊
娯
目

誤
字

蹴
劫
略

公
私

冒
頭
部

に
は
、
「
国
」
を
頭
字
に
す
る

「国
威
」
か
ら

「国
情
」
ま

で
の

一
四
語
を
類
集
し
て
配
列
し
、
ま
た
七
番
目
の

一
興
儀
」
を

]
四
番
目

の

「興
廃
」
の
次
に
配
列
す
る
な
ど
、
頭
字
に
よ
る
類
集
を
目
指
し
た
形
跡
が
あ
る
が
、
そ
の
他
の
語
は
部
分
的
な
類
集
で
、

全
体
的
に
は
分
散
掲
出
で
あ
る
。
最
終
部
で
は
、

ハ
部
と
同
様
に
不
採
用
語
が
多
く
な
り
、
配
列
順
序
が
乱
れ
る
。
ま
た
再
出
語
が
集
中

す
る
。
『
増
補
四
季
漢
語
字
解
』

の
コ
部
は
、
『増
補
布
令
字
弁
』

の
コ
部

の
掲
出
語
二
二
九
語
か
ら

一
七

一
語
を
採
集
し
、
七
語
を
増
補

し
て
、
そ
し
て
掲
出
語
の
漢
字
音
や
語
釈
に
改
変
を
加
え
て
編
集
さ
れ
て
い
る
。

こ

の
よ
う
に
し
て
成
立
し
た

『増
補
四
季
文
章
』
の
頭
書

『増
補
漢
語
字
解
』
は
総
掲
出
語
数
が
三
三
二
〇
語
で
あ
り
、

『増
補
布
令
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字
弁
』

の
総
掲
出
語
数
は
六
六

一
二
語
で
あ
る
か
ら
、
掲
出
語
数
か
ら
言
え
ば
、
『増
補
四
季
漢
語
字
解
』
は

『
増
補
布
令
字
弁
」

の
縮

約
版

で
あ
る
。

こ
の
縮
約
本
を
、
『増
補
漢
語
字
解
』

の
よ
う
に
、
「
増
補
」
と
い
う
語
を
付
し
て
呼
ぶ
の
は
理
屈
に
合
わ
な
い
。
し
か
し
、

当
時

の

「増
補
」
と
い
う
語
は
、
既
に
存
在
す
る
特
定
の
漢
語
辞
書

の
増
補

で
あ
る
こ
と
を
必
ず
し
も
意
味
し
な

い
。

こ
の
場
合
も
、

『漢
語
字
解
」
を
増
補
し
た
も
の
で
は
な
い
。
た
だ
し
、
以
前
、
長
橋
間
右
衛
門
が
編
集
し
た
こ
と
の
あ
る
同
名
の

『漢
語
字
解
』

よ
り

も
掲
出
語
が
多
い
と
い
う
こ
と
で
は
増
補
で
あ
る
か
ら
編
者
は
矛
盾
を
感
じ
て
い
な
か

っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

「
増
補
」

の
意
味
す
る
事
柄
が
現
代
語
と
違
う
こ
と
で
は

『増
補
漢
語
字
解
大
全
』
の
場
A
ロも
同
様
で
あ
る
。
こ
の
辞
書

は
既

に
述

べ

た
ご
と
く

『増
補
布
令
字
弁
』
の
掲
出
語
六
六

一
二
語
を
基
礎
に
し
て
、
こ
れ
に

『新
撰
字
解
』
の
掲
出
語
と
、
さ
ら

に
別
の
増
補
語
を

加
え
て
八
二
四
〇
語
の
辞
書
に
し
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、
『増
補
布
令
字
弁
」
の
増
補
本
で
あ
る
。
し
た
が

っ
て
、
書
名

は

『
増
補

.
増

補
布
令
字
弁
』
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
『漢
語
字
解
』
を
増
補
し
た
辞
書
で
は
な
い
か
ら
、
『増
補
漢
語
字
解
大
全
』

で
は
書
名
が
内
容

と

一
致
し
な
い
こ
と
に
な
る
。
そ
の
う
え
、
『増
補
漢
語
字
解
大
全
』
は
、
イ
ロ
ハ
配
列
の

『
増
補
布
令
字
弁
』
を
早
引
き
式

の
配
列

に

改
め

た
辞
書

で
あ
る
か
ら

「改
編
」
も
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
こ
の
こ
と
は
長
橋
間
右
衛
門
の
す
べ
て
の
漢
語
辞
書

に
つ
い
て
言
え
る

こ
と

で
あ
る
が
、
既
に
指
摘
し
た
ご
と
く
掲
出
語
の
漢
字
音
や
語
釈
が
改
め
ら
れ
て
い
る
か
ら
改
訂
本
で
も
あ
る
。
し

か
し
、

「増
補
」

の
名

の
下
に

「改
編
」
や

「改
訂
」
が
隠
れ
て
い
る
。

長
橋
間
右
衛
門
の
編
集
し
た
漢
語
辞
書
の
書
名
は
単
調
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の
内
容
は
多
種
多
様
で
あ
る
。
そ
れ
と
同
時
に
、
長
橋

間
右
衛
門
が
自
覚
し
て
い
た
で
あ
ろ
う
よ
り
も
多
数
の
先
行
の
漢
語
辞
書
と
の
係
わ
り
を
間
接
的
に
も

っ
て
お
り
、
次

の
図
の
ご
と
く
、

重
層
的
な
構
造

の
漢
語
辞
書
を
編
集
す
る
こ
と
に
な

っ
て
い
る
。
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文林 三1・四号

〔

「漢
語
字
解
』
と
先
行
漢
語
辞
書
と
の
関
係

コ
勒
命
字
解

」

(救
田
咄
弩

謹
箪

『艇
語
字
類
」

「新
撰
宇
倣
」

穣

眼
鐵
上h甥

]

{訟
屋
貫
毎

「新

撰字

解」

{
中
村

舞細

〕

「布

令字

弁」

第
五
綿(知毘掘V

「布

令字

弁」

第
六

編〔知足組V

「霜

令字

弁」

第
二

鮨〔知廻摺)

「
布
令
芋匹

第
三
編

(
知

暴)

需
鞘
゜
'・

・

「布

命字

弁
」

節
四繍(知昆罎)

1

『布

令字

弁」

第
一

紹(知超相)

「布

令字

弁」

第
L
編

〔
知

麺

「
四
季
漢
語
字
解
」

↑

「
女
四
畢
漢
語
字
解
h

「
増
繍
漣
語
字
騨
大
全
」

「増
補
四
季
漢
語
字
解
」

一 舶 一一



漢語辞書の構造

注
1

拙

著

『
近
代
漢
語
辞
書

の
成
立
と
展
開
』

(平
成

二
年
十

一
月
、
笠
間
書
院
刊
)
第
三
章
第
三
節

「漢

語
辞
書

の
系
譜
」
。

注
2

「
近
代

漢
語
辞
書

の
基
準
」

(『
京
都
府
立
大
学
学
術
報
告
人
文

・
社
会
」
第
四
十
九
号

、
平
成
九
年
十

二
月
)
。

た
だ
し
、
「
漢
語
字

解
」

は
、

5

9

『
四
季
文
章
」
と
、
8

0
1
2
の

『
女
四
季
文
章
』

の
頭
書
と

の
混
同
が
あ
り
、
後
者

が
附
表

「近
代
漢
語
辞
書

一
覧
」
か
ら
落

ち

て

い
る
。

こ

れ

と
連
動

し
て

「近
代
漢
語
辞
書

の
基
準
」

の
注
13

に
記
し
た
文
章

に
も
混
乱
が
あ
る
。
な

お
、

1
3
4
の

「
増
補
漢
語
字
解
」

は
国

立
国
会

図

書

館
蔵
本

で
あ
る
。

注

3

土
屋
信

一

「
漢
語
流
行

の

一
側
面

-
明
治
初
期
女
子
用
往
来
物
を
資
料
と
し
て
ー
」

(
『
国
語
語
彙
史

の
研
究

五
」
、
昭
和
五
十
九

年

五
月
)

で
も
刊
年

を
題

字

に
よ

っ
て

「
明
治
八
年
十

二
月
」
を
刊
行
年
月

と
し

て
お
ら
れ

る
。

注

4

土
屋
信

一
氏
蔵
本

に
は
販
売
書

騨
と
し
て
江
島
喜
兵
衛
か

ら
中
野
啓
蔵

ま
で
の

一
〇
名
が
記
さ
れ

て
お
り
、
謙
堂
文
庫
蔵

本

に
は
北

畠
茂
兵

衛

か

ら
中
川
勘
助
ま

で
の

一
二
名
が
記
さ
れ

て
い
る
。
架
蔵
本

に
は
販
売
書
騨
名

が
な
い
が
、
改
装
本

で
あ

る
た
め

に
剥
脱
し
た

の
か
も

知
れ

な

い
。

な

お
、
刊
記

は
謙
堂
文
庫
本

に
も
な
く
、
題
字

に

「
八
年
十

二
月
」

の
年
月

が
見

え
る
。

注

5

松
井
栄

一
・
松
井
利
彦

・
土

屋
信

一
監
修
編
集
。
大
空
社

刊
。
第

一
期

は
二
〇
巻
、
平
成
七
年
十
月
出
版
。
第
二
期
は
二
二
巻
、

平
成

八
年

三
月

出
版
。
第
三
期
は
二
一二
巻
、
平
成

八
年
十
月
出
版
。
第

四
期

は
三
巻
、
平
成
九
年

三
月
出
版
。

注

6

山
田
忠
雄

「
近
代
国
語
辞
書

の
歩
み
上
」

(昭
和
五
十
六
年

七
月
、

三
省
堂
刊
)
第

二
部
第
二
章

「
漢
語
辞
書

の
盛
行
」
、

松
井

利
彦

「
漢
語

辞
書

の
系
譜
」

(『
国
語
史
学

の
為

に
』

第
二
部
、
昭
和
六
十

一
年

五
月
、
笠
間
書
院

刊
。
後

に

『
近
代
漢
語
辞
書

の
成
立
と
展
開
」

に
収
録
)

・
同

『
近

代
漢
語
辞
書

の
成
立
と
展
開
」
第

三
章
第

二
節

「漢
語
辞
書

の
成
立
と
成
長
」
、
土
屋
信

一

「
『
新
令
字
解
」

の
版
種
」
(
「
明
治
期

漢

語
辞
書

大
系

」

別
巻
三
、
平
成
九
年
三
月
刊
)

な
ど
。
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文林 三十四号

注

7

「
甜
」

は
、
原
本

に
は

「封

」

の
下
に

「吊
」

が
書

か
れ

て
い
る
が
、
改

め
た
。

注
8

前
掲

『
近
代
漢

語
辞
書

の
成
立

と
展
開
』
第

三
章
第

三
節

「
漢
語
辞
書

の
系
譜
」

二
一二
五

ペ
ー
ジ
。

注
9

前
掲

「
近
代
漢
語
辞
書

の
基
準
」
第

四
節

で
漢
語
辞
書
と
表
記
字
典
と

の
関
係

に

つ
い

て
述

べ
た

こ
と
が
あ
る
。

注

10

前
掲

「漢

語
流
行

の

一
側
面

-
明
治
初
期
女
子
用
往
来
物
を
資
料
と
し
て
ー
」
三
二
九

ペ
ー
ジ

・
三
四
〇

ペ
ー
ジ
。

注

11

特

に
採
集

の
基
準
は
な
さ
そ
う

で
あ
る
が
、
む

つ
か
し

い
漢
字

で
表
記
さ
れ
る
語
が

『
四
季
漢
語
字
解
』
、
『
四
季
女
漢
語
字
解
』

に
な

る

に
従

っ

て
少
な
く
な

る
と

い
う

こ
と
は
言
え

る
。
な
お
、
土

屋
信

一
氏
も
前
掲

「漢

語
流
行

の

一
側
面

-
明
治
初
期
女
子
用
往
来
物
を
資
料
と
し
て
ー
」

三

二
九

ペ

ー

ジ

・
三
一二
四
ペ
ー
ジ

・
三
四
〇

ぺ
ー
ジ

・
三
四

一
ペ
ー
ジ
な
ど
で

『女

四
季
漢
語
字
解
』

の
掲
出
語

の
性
格

に

つ
い
て
触
れ

て
お
ら
れ
る
。

注
12

掲
出
語

の
ほ
と
ん
ど
は
東
條
永
胤
増
補

の

『増
補
新
令
字
解
』
系

の
漢
語
辞
書

に
見
ら
れ

る
も

の
で
あ
り
、

こ
の
場
合
も
、
先

行
漢

語
辞
書

と

の

関
係
が
窺
わ
れ
る
。

注
13

前
掲

「
近
代
漢

語
辞
書

の
成
立
と
展
開
』

の
第
三
章
第

二
節

「
漢
語
辞
書

の
成
立
と
成
長
」
(
一
五
四

ペ
ー
ジ
)

で
挙
げ

た
14
の

灸

巽

を
、

他

の
種
々

の

『布
令
字
弁
』

と
の
混
同
を
避
け

る
た
め

に

『
増
補

布
令
字
弁
」
と
呼
ぶ

こ
と

に
す
る

(叙
題

・
柱

題
は

「増
補
布
令
字
弁
」
で
あ

る
)
。

注

14

本
書

に
は
丁
付
け

が

一
二
丁
オ

・
一
二
丁

ウ

・
又

=

一丁
オ

・
又

一
二
丁

ウ

・

一
三
丁
オ

の
よ
う

に
又
丁
が
あ
る
こ
と
は
既

に
述

べ
た
。

注

15

拙
稿

「明
治
期
漢
語
辞
書

の
諸
相
」
(
『
明
治
期
漢
語
辞
書
大
系
」

別
巻
三
)

五

一
ペ
ー
ジ
か
ら
五
三

ペ
ー
ジ
。

注

16

前
掲

『近
代
漢
語
辞
書

の
成
立
と
展
開
』
第
三
章
第
二
節

「漢
語
辞
書

の
成
立

と
成
長
」
。
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